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特集　いざ！国史跡指定に向けて

特集 いざ!国史跡指定に向けて
　　　　県指定史跡「松倉城跡」の調査を進めています

　市では、平成31年度から、松倉城跡の国史跡の指定に向けた発掘調査を行っ
ています。今回の特集では、これまでの調査で分かってきたことなどをお知らせ
します。

松
倉
城
と
は

　

松
倉
城
は
、
市
街
地
の
南
西
、
標
高

８
５
６.

７
メ
ー
ト
ル
の
松
倉
山
頂
に
つ

く
ら
れ
た
戦
国
時
代
の
山
城
で
す
。
高
山
盆

地
が
一
望
で
き
る
場
所
に
あ
り
、
飛
驒
を
統

治
す
る
上
で
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
丸
や
二
之
丸
、
三
之
丸
の
周
り
に
は
石

垣
が
残
り
、
高
い
と
こ
ろ
で
は
約
８
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
城
の
最
前
線
に
位
置
し
て
敵
の

監
視
な
ど
を
行
う「
出で

丸ま
る

」や
、
敵
の
侵
入
を

防
ぐ
た
め
に
進
入
路
を
掘
る
な
ど
し
て
つ
く

る「
堀ほ
り
き
り切
」の
跡
な
ど
が
残
る
こ
と
か
ら
、
昭

和
31
年
に
岐
阜
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

問
合
せ

文
化
財
課　

☎
35ｰ

３
１
５
６

高さ5メートルを超える三之丸の石垣
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特集　いざ！国史跡指定に向けて

　

全
国
40
市
の
史
跡
調
査
の
委
員
を

務
め
、
松
倉
城
跡
調
査
指
導
委
員
会

委
員
長
で
、
滋
賀
県
立
大
学
名
誉
教

授
の
中な
か

井い

均ひ
と
し

先
生
に
、
松
倉
城
跡
の

魅
力
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

こんなところです。松倉城跡
　松倉城跡に登るにはいくつかのルートがあります。
　飛驒の里の西脇にある遊歩道を利用するのがおすすめで
す。松倉シンボル広場まで徒歩約25分（約1キロメートル）
で登ることができる気軽なハイキングコースとなっています。
松倉シンボル広場から松倉城本丸のある松倉山頂までは、徒
歩約5分（約300メートル）で到着できます。
　山頂までの道中は、松倉石と呼ばれる迫力のある岩が点在
するほか、堀切の跡が見られます。また、山頂からは、乗鞍
岳をはじめとした山並みや高山市街地の素晴らしい景色を望む
ことができます。
　写真① 松倉城本丸からの景色
　写真② 旗立岩と呼ばれる巨大な岩

現場の声現場の声
Real VoiceReal Voice

城
の
研
究
者
は
松
倉
城
跡
に
必
ず
行
く

　

一
番
の
魅
力
は
、
戦
国
時
代
最
大
級
の
２
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
石
を
は
じ
め
と
し
た
石
垣
が
多

く
残
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
通
常
、
戦
国
時
代
の

城
は
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
こ
の
よ
う
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
全
国
的
に
珍
し
く
貴
重
で

す
。
と
て
も
参
考
に
な
る
の
で
、
城
の
研
究
者
は

松
倉
城
跡
を
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
６
０
度
見
渡

す
こ
と
が
で
き
る
山
頂
か
ら
の
眺
望
が
素
晴
ら
し

い
の
も
魅
力
で
す
。

　

松
倉
城
跡
は
、
国
史
跡
指
定
に
向
け
て
十
分
な

価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
史
跡
が
近
く
に
あ
る
こ
と
を

知
り
、
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
住
ん
で
良
か
っ
た
な
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
松
倉
城
跡
を
大
切
に
し
、
ご

活
用
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

①①

②②

誇りにしてください  ！  松倉城は日本の城を代表する城
松倉城跡調査指導委員会
委員長 中

なか

井
い

均
ひとし

 さん



4
2021.11

特集　いざ！国史跡指定に向けて

調
査
の
な
か
で
分
か
っ
て
き
た
こ
と

調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
に
発
見
が

　

初
め
て
城
の
発
掘
調
査
に
携
わ
り
ま
し
た

が
、
城
は
構
造
が
面
白
い
で
す
。
石
垣
一
つ

を
見
て
み
て
も
、
大
き
な
石
の
合
間
に
小
さ

な
石
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
石
が
崩
れ
な

い
よ
う
に
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
石
垣
が
、
４
０
０
年
前
か
ら
ず
っ
と

残
っ
て
い
る
現
状
を
見
る
と
、
そ
の
当
時
の

技
術
者
の
す
ご
さ
が
分
か
り
ま
す
。

　

調
査
を
進
め
る
ほ
ど
、
上
記
の
発
見
も
含

め
当
初
想
定
し
て
い
た
も
の
と
は
違
っ
た
発

見
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
国
史
跡
の
指
定
に
向
け
た

調
査
で
す
。
日
々
勉
強
を
重
ね
な
が
ら
、ま
た
、

大
事
な
痕
跡
を
見
落
と
す
こ
と
な
く
、
発
掘

で
見
つ
け
た
物
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
慎
重

に
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
松
倉
山
は
、
気

軽
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
い
た
だ
い
て
、
松
倉
城
跡
の
石
垣
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
専
門
家
な
ど
の
関
係
者
で
構
成
さ
れ
る
松
倉
城
跡
調
査
指
導
委
員
会
に
よ
る
指
導
を
も
と
に
進
め
て
い

ま
す
。
令
和
２
年
に
実
施
さ
れ
た
主
郭（
本
丸
）の
調
査
で
分
か
っ
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

松
倉
城
跡
調
査
の
主
任
調
査
員
の

玉
腰
雅
美
さ
ん
に
、
調
査
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

現場の声現場の声
Real VoiceReal Voice

主任調査員
玉
たまこし

腰 雅
まさ

美
み

 さん 国史跡の指定に向けて、着実に調査を進めています

崩
れ
た
石
垣
①

　

城
の
入
口
と
思
わ
れ

る
部
分
に
は
、
三
之
丸

な
ど
の
石
垣
が
崩
れ

て
、
大
き
な
石
が
た
く

さ
ん
積
み
重
な
っ
て
い

ま
し
た
。
人
為
的
に
壊

さ
れ
た
の
か
、
自
然

に
崩
れ
た
の
か
な
ど
、

様
々
な
可
能
性
が
あ

り
、
今
後
の
検
証
が
必

要
で
す
。

崩
れ
た
石
垣
②

　

本
丸
の
南
側
と
西
側

で
は
、
石
垣
が
崩
れ
て

堆
積
し
て
い
る
の
を
発

見
し
ま
し
た
。
石
垣
に

使
わ
れ
て
い
た
大
き
な

石
や
内
側
に
詰
め
ら
れ

て
い
た
小
さ
い
石
が
大

量
に
積
み
重
な
っ
て
い

ま
し
た
。

隠
れ
た
石
垣

　

本
丸
外
側
で
は
、
崩
れ

た
石
が
堆
積
し
、
石
垣
の

下
部
が
見
え
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
掘
り
出
す
と

１
メ
ー
ト
ル
以
上
も
の
石

垣
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
上
部
の
石
垣
と

合
わ
せ
る
と
当
時
は
今
見

え
る
よ
り
も
さ
ら
に
高
い

石
垣
が
あ
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

本
丸
の
防
御

　

本
丸
の
北
・
西
側
に
は
、

写
真
の
よ
う
な
石
の
列
を

確
認
し
ま
し
た
。
上
部
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
石
は

失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
１

段
目
の
み
残
っ
て
い
る
石

垣
で
す
。
当
時
の
城
は
、

こ
の
四
方
を
巡
る
石
垣
に

よ
り
、
守
ら
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
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5 日本遺産スタンプラリー「歩いて楽しむ高山」開催中
専用サイト(QRコード)からスタンプラリーに参加できるほか、高山城の復元ＣＧもご覧いただけます

特集　いざ！国史跡指定に向けて

文 化 財 と は
市長コラム  「道しるべ」 調査の現在と今後

　ヘリコプターを使って上空から測量したデータ
をもとに、地形の凹凸を確認できる赤色立体地
図の作成を進めています。この地図により、細
かな地形を確認することができ、防御設備をどこ
に築いたのかなど、当時の城域全体の構造の解
明に役立てることができます。こうした最新の技
術を活用しながら、今後さらなる調査を進め、調
査成果をとりまとめた後、指定に向けた手続きを
行います。
　また、調査の成果について説明する現地説明
会の開催を計画中です。

　松倉城跡では、遺跡の保護のため、通行を
規制している箇所があります。見学に際しては、
ご不便をおかけしますが、規制箇所には立ち
入らないようにご協力をよろしくお願いします。

高
山
市
内
の

県
指
定
史
跡
の
山
城

　

松
倉
城
跡
以
外
に
も
市
内
に
は
、
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
山
城
跡
が
５
つ
あ
り
ま
す
。
広
瀬
城

跡
は
、
今
後
、
松
倉
城
跡
と
同
様
に
国
指
定
に

向
け
た
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
当
時
の

様
子
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
市
内
の
史
跡
巡

り
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鍋山城跡（漆垣内町） 三仏寺城跡（三福寺町）

高山城跡（城山ほか） 広瀬城跡（国府町名張） 高堂城跡（国府町瓜巣）
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11
月
１
日
、
高
山
市
は
市
制
施

行
85
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
来

は
記
念
式
典
を
開
催
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
お
祝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て
行
い
ま

す
。

　

式
典
で
は
、
85
周
年
の
記
念
日

に
あ
た
り
、
市
政
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
方
の
表
彰
の
ほ
か
、
美
し

い
ふ
る
さ
と
を
守
る
活
動
を
続
け

る
団
体
を
認
証
し
ま
す
。

　

こ
の
様
子
は
ヒ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ

Ｖ
で
生
放
送
す
る
ほ
か
、
後
日
、

市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
配
信
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

以
下
、
敬
称
略
・
順
不
同

高
山
市
表
彰
　
　
　
　
　

　

市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
76

人
・
４
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

◆
自
治
功
労
章　

５
人

倉く
ら
つ
ぼ坪
和か
ず
あ
き明
、
谷た
に
ぐ
ち口
津つ

や

こ
弥
子
、

下し
も

田だ

初は
つ
あ
き秋
、
水み
ず
し
り尻
高た
か

士し

、

脇わ
き
だ
に谷
芳よ
し

樹き

◆
芸
術
文
化
顕
彰　

１
団
体

高た
か
や
ま
し
ょ
う
ね
ん
し
ょ
う
じ
ょ
が
っ
し
ょ
う
だ
ん

山
少
年
少
女
合
唱
団

◆
地
方
自
治
功
労　

１
人

鴻こ
う
の
す巣
明あ
き
ひ
さ久

◆
社
会
福
祉
功
労　

２
人

西に
し
な
が永
由よ
し
す
け典
、
田た

中な
か

一か
ず

枝え

◆
教
育
功
労　

２
人

平ひ
ら

田た

純じ
ゅ
ん、
下し
も

屋や

浩ひ
ろ

実み

◆
商
工
業
功
労　

11
人

若わ
か
ば
や
し林
繁し
げ

夫お

、
鎌か
ま
く
ら倉
成な
る
ひ
ろ寛
、

元げ
ん

田だ

勉つ
と
む、
津つ

だ田
信し
ん

吾ご

、

鈴す
ず

木き

英ひ
で
ゆ
き之
、
中な
か

野の

和か
ず

夫お

、

鈴す
ず

木き

利と
し
ふ
み文
、
山や
ま

田だ

博ひ
ろ
か
ず一
、

井い

口ぐ
ち

泉い
ず
み、
沖お
き
む
ら村
道み
ち

也や

、

堀ほ
り

部べ

実み
の
る

◆
農
林
水
産
功
労

　

２
人
・
１
団
体

駒こ
ま

屋や

廣ひ
ろ
ゆ
き行
、
谷た
に
ぐ
ち口
忠た
だ
ゆ
き幸
、

タ
カ
ネ
コ
ー
ン
生せ

い
さ
ん
く
み
あ
い

産
組
合

◆
保
健
衛
生
功
労　

１
人

堀ほ
り

明あ
き
ひ
ろ洋

◆
公
安
交
通
安
全
功
労　

１
人

亀か
め
た
に谷
雪ゆ
き

之の

介す
け

◆
公
共
事
務
功
労　

41
人

中な
か
つ
ぼ坪
国く
に
あ
き昭
、
和わ

だ田
明あ
き
ら、

田た

中な
か

悦え
つ

男お

、
戸と

谷だ
に

昇の
ぼ
る、

今い
ま

井い

富ふ

じ

お
士
雄
、
堀ほ
り
う
ち内
昇し
ょ
う
い
ち一、

中な
か
は
た畑
稔み
の
る、
中な
か
し
ま島
進す
す
む、

山や
ま
ぐ
ち口
大だ
い
す
け輔
、
荒あ
ら

井い

八や

一い
ち

、

松ま
つ
お
か岡
恒ひ
さ
し、
玉た
ま

田だ

和か
ず
ゆ
き之
、

役や
く
で
ん田
一か
ず
よ
し祥
、
上か
み

手で

昭し
ょ
う
い
ち一、

二ふ
た

ツつ

谷や

和か
ず
ひ
さ久
、
田た

口ぐ
ち

幸ゆ
き
ひ
ろ博
、

三み

ツつ

岩い
わ

竜り
ゅ
う
じ次
、
川か
わ
な
か中
博ひ
ろ
ひ
こ彦
、

丸ま
る

田た

真ま
こ
と、
下し
も
じ
ま島
昌ま
さ
ち
か親
、

橋は
し

戸ど

孝こ
う
い
ち一

、
中な

か
し
ま島

智と
も
は
る春

、

入い
り
く
ら倉
英え
い
す
け介
、
中な
か

田だ

宏ひ
ろ
し、

船ふ
な

渡と

篤あ
つ
し、
幅は
ば

浩ひ
ろ
あ
き晃
、

下し
も

小こ

や家
寛ひ
ろ
し、
田た

添ぞ
え

和か
ず
ひ
ろ博
、

中な
か
む
ら村
克か
つ
ひ
こ彦
、
川か
わ
も
と本
尚な
お
ゆ
き之
、

舩ふ
な
さ
か坂
裕ゆ
う
い
ち一
、
朝あ
さ

田だ

真ま

お雄
、

村む
ら

井い

潤じ
ゅ
ん、
野の

畑ば
た

和か
ず
ひ
さ久
、

住す
み

井い

昭あ
き
ひ
と人
、
圓え
ん

田だ

尚な
お
の
り徳
、

御み

ぼ

ろ
母
衣
庄し
ょ
う
た太
、
道み
ち
し
た下
顕け
ん

司じ

、

下し
も

見み

英ひ
で
ひ
と人
、
清し

水み
ず

新し
ん
い
ち一
、

田た

中な
か

渉わ
た
る

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

・
善
行
功
労　

２
団
体

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法ほ

う

人じ
ん

野の

あ
そ
び
倶く

楽ら

部ぶ

、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法ほ
う
じ
ん人
岐ぎ

ふ阜
県け
ん

園え
ん
げ
い芸

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

飛ひ

だ

し

ぶ

驒
支
部

◆
栄
誉
功
労　

10
人

浦う
ら
た
に谷
大た
い

司し

、
大お
お
に
し西
竣し
ゅ
ん

介す
け

、

安あ
ん
ど
う藤
一い
っ
ぺ
い平
、
柳や
な

瀨せ

泰た
い
せ
い成
、

谷た
に
も
と本
忠た
だ
ゆ
き之
、
平ひ
ら
つ
か塚
昭あ
き
ま
さ匡
、

荒あ
ら

井い

優ゆ
う

真ま

、
高た
か
は
ら原
崇す
ば
る陽
、

池い
け

田だ

暁あ
き
と仁
、
堀ほ
り
う
ち内
巴は

る

み
流
海

問
合
せ
　
広
報
公
聴
課

　
　
　
　

☎
35ｰ

３
１
３
４

美
し
い
ふ
る
さ
と
認
証

　

ふ
る
さ
と
の
美
し
い
景
観
を
保

全
す
る
活
動
に
取
り
組
む
２
団
体

に
「
美
し
い
ふ
る
さ
と
認
証
制

度
」
に
基
づ
く
認
証
章
を
授
与
し

ま
す
。

◆
景
観
保
全　

２
団
体

大お
っ
ぱ
ら原
カ
タ
ク
リ
保ほ

存ぞ
ん

会か
い

国こ
く

府ふ
ち
ょ
う町

ま
ち
づ
く
り
協き

ょ
う
ぎ議

会か
い

問
合
せ
　
文
化
財
課

　
　
　
　

☎
35ｰ

３
１
５
６

高山市は市民の皆さんともに
市制85周年を迎えました。
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▲洞
ほらぐち

口 やな さん（森下町）
（中央で祝状を持っている女性）

▲田
た

中
なか

 サキ さん（一之宮町）
（中央で赤ちゃんを抱いている女性）

フラワーコンクール・市民憲章実践者などを表彰
　市民憲章の実践や推進に尽力した個人・団体
とフラワーコンクールの入賞者を表彰します(敬
称略・順不同)。
日時　　11月19日㈮18:30～
場所　　市民文化会館（昭和町1）
問合せ　市民憲章推進協議会☎35-3155

◆実践者等表彰
　市民憲章の具現化のための実践活動、善行に
取り組んだ団体や個人を表彰します。
　団体　高山西ロータリークラブ（花里町3）
　　　　花に親しむ女性の会（石浦町3）
　個人　岩

いわ

田
た

孝
たか

子
こ

（久々野町小屋名）

◆フラワーコンクール入賞者
　花いっぱい運動の一環で毎年行っているフラ
ワーコンクール。今年は 58点の応募があり、
江名子町の花壇が金賞に選ばれました。

賞 団体名・個人名 作品名
金賞 上江名子町内会 上江名子ふれあい花壇
銀賞 岩滝まちづくり協議会 I Love Iwataki partⅡ

銅賞
新宮町内会 花いっぱい赤白黄色
高山北商工会女性部
丹生川支部 スマイルフラワー

努力賞

栃尾小学校 栃っ子花壇

丹生川のりくら会 ゲットオーバー
～災害を乗り越えて～

山口町社教 盛夏に咲く「花の山口」

特別賞 岩滝小学校 カラフルなお花・
夏の森と秋の空

金
賞

　
上
江
名
子
ふ
れ
あ
い
花
壇

▲横
よこやま

山  さん（丹生川町坊方）
（中央で祝状を持っている女性）

た　ず
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◆１　高山自動車短期大学と連携協定を締結しました

　高山市と高山自動車短期大学は、多様な分野で連携・協力し、地域社
会の発展と人材育成に寄与することを目的として、９月２９日㈬に連携協
定を締結しました。

これから連携をすすめていく項目

項　目 ①学生に対する支援や育成 ②市民の学習機会の充実や地域
の課題解決 ③防災体制の充実

具体的には…
地元学生の授業料一部免除などによ
る入学の促進
卒業生の地元企業への就職促進 など

市民への学びの場の提供
学生の地域活動への参加 など

災害時における大学施設の開放
など

創立60周年を機に、改めて、地域の皆さまに認知され、地域に貢献できる短期大学で
ありたいとの思いを強くしております。
この度の連携協定締結を皮切りに、高山市と高山自動車短期大学が共に持続的な発展
を続けられるよう、さまざまな分野で知恵を出し合い協働を進めていく所存です。

◆２　大学の紹介

【沿革】高山自動車短期大学は、昭和３６年の開校から半世紀以上の年月を重ねた飛驒地
域で唯一の高等教育機関です。これまでに多くの若者が全国各地から高山市に移り
住み、知識や技術を得て巣立っています。

【学科】現在、自動車工学科および専攻科の二つの学科・課程があり、１２８人が学んで
います。自動車工学科では、クルマに関する知識と技術を、基礎から応用に至るまで

徹底して習得します。また、電気自動車やボディー・リ
ペア、二輪車、輸入車、大型車・重機等、クルマにつ
いてより深く学べる多彩な選択科目も開設されています。学生の多くは、二級自動車整備
士の国家資格取得を目指し、勉学に励んでいます。専攻科では、一級自動車整備士の国
家資格取得を目指し、さらに２年間、クルマに関するより高度な知識と技術を習得します。

【施設・設備】創立60周年を迎える今年、待望の教育施設「実習センター」が完成しました。
近年の自動車技術・サービスの革新に対応する最新の整備機器・検査装置を導入したほ
か、排気ガス浄化システムやLED照明の採用など、環境に配慮した施設となっています。

【ユニークな活動】特徴的な教育活動の一つに、モータースポーツへの取り組みがあります。
学生の声ではじまった「国際ラリーへの参戦」は、平成８年に初参戦して以来、これまで２４
年間にわたって続いています。ラリーファンから「国際ラリーに参戦する大学」として、その
名は全国的にも知られています。

【進路】卒業生の進路は、メーカー系列の全国各地の自動車販売会社をはじめ、メーカーの
研究開発部門、自動車部品メーカー、損害保険会社など、クルマに関わるさまざまな業種
に幅広く就職しています。

坂
さか

井
い

歩
すすむ

 学長

１年生：西
にし

伶
れい

果
か

さん
（高山市出身）

２年生：毛
もう

利
り

太
たい

哉
き

 さん
（福岡県出身）

いままで過ごしてきた生
活環境を変えることなく、
大学に通うことができる
ので、とても安心してい
ます。

他県出身の私にとって初
めての地でしたが、いま
はここ、「飛驒高山」での
学生生活を満喫していま
す。

高山自動車短期大学と連携したまちづくり高山自動車短期大学と連携したまちづくり

新たに今春完成した「実習センター」
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戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

犠
牲
者
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、
多
く
の
犠
牲

の
上
に
も
た
ら
さ
れ
た
今
日
の
平
和
へ
の
思

い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
10
月
27
日
㈬
に
市

戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
今
の
中
学
生
が
平
和
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
学
び
、
考
え
て
い
る
の
か
な
ど

に
つ
い
て
、
日
枝
中
学
校
３
年
生
と
中
山
中

学
校
３
年
生
の
代
表
の
皆
さ
ん
に
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
、
ヒ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

◆
ヒ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
放
送
予
定

タ
イ
ト
ル　

高
山
市
戦
没
者
追
悼
式

放
送
日
時

11
月
６
日
㈯
、
７
日
㈰

　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜

問
合
せ

福
祉
課　

☎
35-

３
３
５
６

11
月
12
日
㈮
〜
18
日
㈭
は
、全
国
一
斉「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
で
す
。

　

夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
な

ど
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？

　

女
性
を
め
ぐ
る
人
権
相
談
に
、
人
権
擁

護
委
員
や
法
務
局
職
員
が
電
話
で
応
じ
ま
す

(

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守)

。

期
間

11
月
12
日
㈮
〜
18
日
㈭

時
間　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

休
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
方
法

電
話　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

Ｗ
Ｅ
Ｂ　
QR
か
ら
相
談
ペ
ー
ジ
へ

問
合
せ

岐
阜
地
方
法
務
局

☎
０
５
８-

２
４
５-

３
１
８
１

　

人
工
呼
吸
器
な
ど
の
電
源
が
必
要
な
医
療

機
器
を
使
用
す
る
在
宅
の
障
が
い
者
を
対
象

に
、
非
常
用
電
源
装
置
な
ど
の
購
入
を
助
成

し
ま
す
。

　

非
常
時
に
備
え
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

条
件　

災
害
時
の
個
別
避
難
計
画
が
策
定
さ

れ
て
い
る
こ
と

対
象　

次
に
該
当
す
る
人

①
呼
吸
器
機
能
障
が
い
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
つ
人

②
医
師
か
ら
電
気
を
使
っ
た
医
療
機

器
の
使
用
が
必
要
と
証
明
さ
れ
た

人

助
成
対
象　

左
記
に
あ
る
も
の

（
１
個
／
人
ま
で
）

助
成
額　

基
準
額
と
購
入
額
の
い
ず
れ
か
低

い
額
×
９
／
10

＊
世
帯
の
所
得
な
ど
の
状
況
に
応

じ
て
、
基
準
額
内
の
自
己
負
担

額
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

申
込
み　

福
祉
課(

本
庁
１
階)

、

各
支
所
地
域
振
興
課
窓
口

＊
購
入
前
に
申
し
込
み
と
助
成
金

の
交
付
決
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ

福
祉
課　

☎
35-

３
３
５
６

広
報
ID
１
０
１
６
１
５
６

在
宅
障
が
い
者
の
非
常
用
電
源
の
購
入
を
助
成
し
ま
す

販
売
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

こ
の
制
度
で
は
、
販
売
事
業
者
が
対
象

者
に
代
わ
っ
て
助
成
金
の
請
求
・
受
け
取

り
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

代
理
受
領
事
業
者
の
登
録
は
、
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

種　　類 基準額

正弦波インバーター発電機 12万円

ポータブル蓄電池  6万円

DC／ACインバーター
（カーインバーター）

 3万円

女
性
の
人
権
問
題
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

令
和
３
年
度
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
し
た

＊市が規定する性能要件を満たすものに限ります。

◎電源を必要とする医療機器
の例
人工呼吸器、酸素濃縮装置、
ネブライザー、たん吸引器、
持続注入ポンプ（栄養）



いのち・サポートひだ 「こころの電話相談」 ☎0120-36-4670
（毎週土曜日  午後6時～9時）*携帯電話からも利用可能
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
ま
す

松
しょう

泰
たい

寺
じ

橋
はし

車両通行止めのお知らせ
　苔川の河川改修のため、松泰寺橋を新しく架け替えます。工事中は車両の通行ができなくなりますが、
歩行者、自転車は仮橋を利用して通行できます。

通行止め期間
令和4年1月10日(月·祝)～令和6年5月

　工事期間中は大変ご迷惑をおか
けしますが、ご理解とご協力をお
願いします。
＊工事期間は工事の進捗により変
更する場合があります。

問合せ  
高山土木事務所河川砂防課

☎33-1111（内線381）
建設課　☎35-3147

市政番組をご覧ください
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
住
民

票
や
印
鑑
証
明
書
な
ど
の
証
明
書
が
取
得
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

条
件　

①
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
こ
と

対
象
店
舗　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
Ｖ
ド
ラ
ッ

グ

時
間　

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11
時

＊
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
り
利
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
取
得
で
き
る
証
明
書

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
証
明

書（
全
部
事
項
証
明
書
・
個
人
事
項
証
明

書
）、
戸
籍
の
附
票
、
税
証
明
書（
所
得
証

明
書
・
所
得
課
税
証
明
書
・
所
得
証
明
書

（
最
新
年
度
の
み
））

＊
戸
籍
証
明
書
は
本
籍
が
高

山
市
の
方
に
限
り
ま
す
。

問
合
せ 

市
民
課　

☎
35-

３
４
９
６

ヒットネットTV（ケーブルTV）
●ハイ市役所です
市が取り組む様々な事業を紹介します。
第1・3㈬、㈰　9:00、12:00、19:30
＊放送終了後は、市公式YouTubeで配信
●週刊たかやまニュース
1週間の出来事を紹介します。
毎日7:30～、19:00（毎週㈮19:00更新）

ヒッツFM(76.5MHz)
●シティガイドたかやま
市が取り組む様々な事業を紹介しています。
毎週㈫～㈬　12:00、17:45
●教えて!くにしま市長
市長が市政を分かりやすく紹介します。
第1、第3㈪　12:00、17:45

問合せ  広報公聴課　☎35-3134
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高
山
市
美
術
展
覧
会
は
、
今
年
で
66
回
を

迎
え
ま
す
。
10
月
16
日
㈯
に
審
査
を
行
い
、

応
募
総
数
２
４
２
点
の
中
か
ら
入
賞
70
点
、

入
選
１
５
８
点
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

芸
術
の
秋
。
展
覧
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い（
入
場
無
料
）。

期
間　

〜
11
月
３
日（
水
・
祝
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　

市
民
文
化
会
館（
昭
和
町
１
）

問
合
せ

生
涯
学
習
課　

☎
35-

３
１
５
５

広
報
ID
１
０
０
７
６
９
２

第
66
回
市
美
術
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す

 1日 ㈪ 市制施行85周年記念式
典

 6日 ㈯

第42回飛驒高山クリー
ン作戦

リサイクル資源回収
（丹生川小PTA）

 7日 ㈰ リサイクル資源回収
（花里小PTA）

13日 ㈯
リサイクル資源回収
（久々野リサイクル、宮小
中PTA合同）

14日 ㈰ リサイクル資源回収
（清見小中PTA合同）

20日 ㈯ リサイクル資源回収
（新宮小PTA）

《今後の予定》

市内小中学校冬休み開始
（12月27日）

官公庁事務納め（12月28日）

地域 総人口 男 女 世帯数

高山 60,566 △ 797 28,762 △ 374 31,804 △ 423 26,562 △ 61

丹生川 4,102 △ 65 2,022 △ 33 2,080 △ 32 1,420 19

清見 2,220 △ 49 1,115 △ 21 1,105 △ 28 843 1

荘川 1,044 △ 16 502 △ 5 542 △ 11 410 9

一之宮 2,452 △ 18 1,167 △ 8 1,285 △ 10 856 17

久々野 3,282 △ 81 1,537 △ 39 1,745 △ 42 1,173 △ 12

朝日 1,510 △ 10 708 △ 11 802 1 588 3

高根 284 △ 16 142 △ 9 142 △ 7 163 △ 6

国府 7,421 △ 68 3,641 △ 34 3,780 △ 34 2,657 24

上宝 1,532 △ 19 740 △ 8 792 △ 11 611 3

奥飛驒 1,236 △ 50 613 △ 21 623 △ 29 587 △ 17

計 85,649 △ 1,189 40,949 △ 563 44,700 △ 626 35,870 △ 20

R3年10月1日現在の人口 右側は前年同月比11月のこよみ

　　　　ごみ分別アプリ「さんあ～る」をご利用ください。

一
般
の
部　

市
展
賞

青
年
の
部　

市
展
賞

▶
書
『
臨
曹
全
碑
』　

横よ
こ

谷た
に

萌め

衣い

さ
ん
（
高
山
西
高
等
学
校
）

▲日本画『樹』
谷
たに

川
かわ

美
み

榮
え

子
こ

さん
▲写真『ジャンヌダルク』
山
やま

村
むら

好
よし

春
はる

さん

▲
書
『
は
れ
や
ら
ぬ
』

吉よ
し

井い

青せ
い

蘭ら
ん
さ
ん

◀
工
芸
『
蕾
』

竹た
け
ば
や
し
ま
さ
じ

林
正
治
さ
ん



ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています。1日の午前6時～7時・午後10時～11時 12
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市長室市長室へへ
よようこそうこそ

市長室直通ＦＡＸもご利用ください　ＦＡＸ●３6‒2060
問合せ　秘書課 ☎35-3130

●市民と市長の面談日

＊事前にご予約ください
13:30～16:1511月25日㈭

＊新型コロナウイルス感染症の状況によっては中止する
　場合がありますのでご了承ください。

問合せ　広報公聴課 ☎35-3134

ご意見・ご提案をお寄せくださいご意見・ご提案をお寄せください
　市民が主役のまちづくりを進めるため、市政へのご意見
やご提案を受け付けています。
【方法】
①ファクス　35-3174へ FAX
②Eメール　HP のお問い合わせフォームから送信
＊Eメールで回答をお送りする場合がありますので、送信元
ドメイン「city.takayama.lg.jp」の受信許可を設定して
ください。

③ご意見箱　本庁・各支所のご意見箱に投函
問合せ　日本赤十字社高山市地区事務局（福祉課内） ☎35‒3356

義援金の募金箱を設置しています義援金の募金箱を設置しています
　市では、被災された方を支援するために、インフォメー
ション（本庁1階）と各支所地域振興課に義援金箱を設置し
ています。
集まった義援金は、日本赤十字社岐阜県支部を通じて被

災された方々に届けられます。

＊配分先は追加される場合があります。

義援金名称 募金箱設置期間
令和3年7月大雨災害義援金
（静岡県、島根県、広島県）

12月28日㈫まで令和3年台風第9号等
大雨災害義援金
（青森県）

令和2年7月豪雨災害義援金
（福岡県、熊本県）

令和4年
3月31日㈭まで

令和3年8月大雨災害義援金
（福岡県、佐賀県、長崎県、島根県、広島県）
令和3年長野県茅野市土石流
災害義援金（長野県）

無料可燃ごみ処理券を追加配付
　高齢者や障がい者の介護や、子どもの養育のため紙おむつを使用している世帯・ストマ用装具を使用している
世帯に「可燃ごみ処理券」を追加配付しています。希望される方は窓口で手続きをしてください。

おむつまたはストマ用装具使用者（要介護高齢者および障がい者世帯、子育て世帯）のみなさんへ

支援区分
内容 高齢者 障がい者 子ども

対象世帯 紙おむつを常時使用している
高齢者がいる世帯

紙おむつを使用している
65歳未満の障がい者が

いる世帯

ストマ用装具を
使用している方が
いる世帯

紙おむつを使用
している子どもが
いる世帯

配付条件 年度初めに配付された一般家庭用の可燃ごみ処理券を使いきっていること

追加配付回数
＊紙おむつ使用者
1人につき

年間2回を限度
＊2回目の追加配付には、1回目の追加配付のごみ処理券を使いきっていることが条件

年間1回

配付数量 1回につき20枚（2シート） ＊年間2回で40枚が限度 20枚（2シート）

必要書類
申請書（＊おむつを使用していることの証明が必要） 申請書、身体障害者手帳 申請書

＊申請書は下記の窓口にあります

手続き

申請書におむつを使用していること
の証明（民生児童委員、ケアマネ
ジャーまたは、地域包括支援セン
ター職員の署名）のほか、必要事項
を記入のうえ提出

申請書におむつを使用し
ていることの証明（市職
員、関係機関の署名）のほ
か、必要事項を記入のうえ
提出

申請書に必要事項を記
入のうえ、身体障害者手
帳を提示して提出

申請書に必要事項
を記入のうえ提出

窓口
高年介護課  ☎57-5200 福祉課  ☎35-3356 子育て支援課

☎35-3140

＊各支所地域振興課でも申請できます
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中学校の「学校部活動」が
今、変わろうとしています。

② 2.579.579.5 18.018.0
③ 1.488.288.2 10.410.4
④ 4.748.648.6 46.746.7
⑤ 5.154.154.1 40.840.8
⑥ 4.568.868.8 26.726.7

はい いいえ 無回答

100%80%60%40%20%0%

変
革
が
求
め
ら
れ
る
学
校
部
活
動

　

皆
さ
ん
の
多
く
は
、
部
活
動
は「
中
学

生
は
み
ん
な
参
加
す
る
」「
学
校
の
先
生
が

指
導
し
て
、
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
を
目
指

し
努
力
す
る
」「
青
春
の
一
ペ
ー
ジ
」と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
や
時
代
が
変
化
し
、
こ
れ
ま
で
通
り
の

部
活
動
の
継
続
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

《
主
な
課
題
》

▼
少
子
化
に
よ
り
校
内
で
チ
ー
ム
が
組
め

ず
活
動
困
難
な
部
活
動
が
あ
る

▼
学
校
規
模
に
よ
り
本
人
の
希
望
す
る
部

活
動
が
な
い
場
合
が
あ
る

▼
放
課
後
や
休
日
は
、
部
活
動
以
外
の
活

動
を
優
先
し
た
い
生
徒
が
い
る

　

ま
た
、
昨
年
度
に
は
、
国
が
休
日
の
学

校
部
活
動
を
段
階
的
に
地
域
で
の
活
動
に

移
行
す
る
方
向
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
市
で
は
中
学
校
部

活
動
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
今
後
の
部

活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

①今の部活動を選んだ理由はなんですか
1位 「興味があったから」 46.5％
2位 「好きだから」 44.9％
3位 「うまくなりたいから」 39.5％
4位 「以前からやっていた」 27.9％
5位 「周りの人に勧められたから」 15.8％
　 …
8位 「学校に希望の部がないため仕方なく」 6.7％
＊小規模校では、9.8％とさらに高い傾向に

②部活動は任意参加でよいと思いますか
③部活動は好きですか
④休日にもっと部活動をやりたいですか
⑤自校にない部活動に入りたいと思ったことはあり
ますか

⑥他校と合同で活動することでより部活動は充実す
ると思いますか

子
ど
も
た
ち
の
声

　

中
学
生
２
，２
０
０
人
に
部
活
動
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た（
９
月
実
施
）。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
左
表)

か
ら
分

か
る
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼「
希
望
の
部
が
な
い
」と
い
う
生
徒

が
一
定
数
お
り
、
特
に
小
規
模
校

で
よ
り
割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
る

（
①
）

▼
約
８
割
の
生
徒
が
任
意
参
加
で
よ

い
と
考
え
て
い
る（
②
）

▼
約
９
割
が
部
活
動
を
好
き
と
い
う

一
方
で
、
休
日
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
意
見
が
大
き
く
分
か
れ
て
い

る（
③
・
④
）

▼
自
校
に
な
い
部
活
動
に
入
り
た
い

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
生
徒
が
半

数
以
上
い
る（
⑤
）

▼
約
７
割
が
合
同
部
活
動
に
よ
り
部

活
動
が
充
実
す
る
と
考
え
て
い
る

（
⑥
）

市
独
自
の
改
革
を
模
索

　

学
校
が
点
在
す
る
地
理
的
状
況
や

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
な

い
現
状
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
な
方

針
を
考
え
て
い
ま
す
。

１
学
校
の
枠
を
外
し
、複
数
校
が
合
同

で
活
動
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

２
学
校
外
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
の
連

携
を
推
進
す
る

３
市
内
の
各
団
体
と
連
携
・
協
力
し
、

子
ど
も
た
ち
の
活
動
環
境
を
整
備

す
る

＊
一
律
の
対
応
で
は
な
く
、
種
目
や

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
対

応
を
考
え
て
い
ま
す
。

＊
既
存
の
部
活
動
の
流
れ
を
大
切

に
し
つ
つ
、
ま
ず
は
、
休
日
の
部

活
動
に
つ
い
て
の
改
革
を
進
め
ま

す
。
平
日
は
各
学
校
で
の
部
活
動

を
基
本
と
し
ま
す
。
部
活
動
が
学

校
か
ら
急
に
な
く
な
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
部
活
動
検
討
委
員
会
で

議
論
し
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
の
主
役
は
何
と
い
っ
て
も

子
ど
も
た
ち
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
意
味
の
あ
る
改
革
と
な
る
よ

う
検
討
を
進
め
ま
す
。

問
合
せ 

学
校
教
育
課　

☎
35-

３
１
５
４

部活動アンケートの結果

市内中学生の部活動
加入状況（令和３年度）

89.5%
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飛
驒
匠
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継
ぐ
も
の
づ
く
り
の
ま
ち

　
　
　
　
　
　

メ
イ
ド
・
バ
イ
飛
驒
高
山
認
証

　

市
で
は
、
飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
う
独
自
性

と
信
頼
性
の
高
い
地
場
産
品
を
「
メ
イ
ド
・
バ
イ
飛
驒
高
山
認

証
産
品
」
と
し
て
認
証
し
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
の
匠
た
ち

の
熱
い
想
い
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

№
21

渋
草
焼(

柳
造
窯)

有
限
会
社
渋
草
柳
造
窯

『
伝
承
は
衰
退
、伝
統
は
革
新
の
連
続
』

　

渋
草
柳
造
窯
は
、こ
の
言
葉
を
家
訓
と
し
て

代
々
新
し
い
渋
草
焼
を
生
み
出
し
て
き
ま
し

た
。

　

江
戸
時
代
に
始
ま
り
、日
用
品
か
ら
献
上
品

ま
で
幅
広
く
愛
さ
れ
た
渋
草
焼
。柳
造
窯
は
、

陶
器
に
加
え
磁
器
も
扱
い
、豊
か
な
発
想
の
も

と
作
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。先
代
の
作
風

を
踏
襲
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、代
ご
と
に
作

風
が
変
わ
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
窯
元
が
分
業
化
や
自
動
化
に

舵
を
切
っ
た
高
度
経
済
成
長
期
以
降
も
、粘
土

や
釉
薬
を
自
社
製
造
し
、手
造
り
に
こ
だ
わ
り

続
け
て
き
ま
し
た
。「
手
間
暇
を
か
け
る
、と
い

う
よ
り
も
、効
率
が
い
い
か
ら
」。そ
う
話
す
の

は
兄
の
戸と

田だ

柳り
ゅ
う
へ
い
平
さ
ん
。イ
メ
ー
ジ
通
り
に
仕

上
げ
る
に
は
、素
材
を
知
り
、そ
の
力
を
借
り

る
こ
と
が
最
も
効
率
的
な
の
だ
と
い
い
ま
す
。

「
土
、コ
ー

ヒ
ー
豆
、

卵
の
殻
…

何
で
も
釉

薬
に
で
き

ま
す
よ
」。

70
種
類
に

も
の
ぼ
る

釉
薬
は
、

環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
作
ら
れ
、作
品
に
物
語

性
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

弟
の
七
代
渋し
ぶ
く
さ草
柳り
ゅ
う
ぞ
う
造
さ
ん
は「
製
作
に
取
り

掛
か
る
と
、つ
い
真
面
目
に
考
え
て
し
ま
い
が

ち
。で
も
、お
客
さ
ん
を
喜
ば
せ
る
こ
と
だ
け

に
真
面
目
で
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
ん
で
す
」と

話
し
ま
す
。楽
し
い
も
の
を
届
け
た
い
。こ
の

心
が
七
代
目
の
創
作
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
山
に
は
様
々
な
業
種
に
優
秀
な
職
人
が

た
く
さ
ん
い
て
、横
の
つ
な
が
り
も
強
い
稀
有

な
土
地
柄
だ
と
２
人
は
声
を
揃
え
ま
す
。地
元

の
伝
統
産
業
を
盛
り
上
げ
る
べ
く
、他
業
種
と

手
を
携
え
な
が
ら
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
月
開
催
す
る
飛
驒
高
山
も
の
づ
く
り
オ

ン
ラ
イ
ン
展
示
会
も
２
人
の
企
画
。職
人
・
地

域・小
学
校
が
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

伝統は革新の連続
―受け継がれるものづくりの精神―

▲七代渋草柳造さん（写真㊧）
戸田柳平さん（写真㊨）

～ものづくりから紐解く飛驒高山再発見プロジェクト～

飛驒高山ものづくりオンライン展示会

“めぐるめぐらす ”
　「飛驒の匠の技・こころを伝える」のコンセプトのもと、市内の
つくり手たちの展示会をオンラインで開催します。スペシャルゲス
トによるトークイベントも予定しています。詳しくは下記URLまた
はQRから特設サイトをご覧ください。
期 間 ～ 11月 30日㈫
出 展 者 まる工芸／牧野泰之／奥井木工舎
 ㈱木と暮らしの制作所／脇谷奨
 TSUCHI NI KAERU／極楽成土／山本忠介
 ヒダシキ+きりん／ amberance ／渋草柳造窯
 新宮小学校（特別参加）
U R L https://megurumegurasu.studio.site
問 合 せ ブランド戦略課　☎ 35‒３００１

▲七代作　陶製のスニーカー
日用品からアートまで、
作品の幅は多岐にわたる
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気象庁 HP（ QR）から、各火
山の火山活動の状況や防災
情報を確認で
きます。

火山噴火から身を守る
-御嶽山噴火から 7年-

ご自身・大切な人を守るために
知ってください

◆
気
象
庁
が
発
表
す
る
火
山
情
報

・
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

　

火
山
活
動
の
状
況
に
応
じ
て
警
戒
が

必
要
な
範
囲
と
防
災
機
関
や
住
民
な
ど

が
と
る
べ
き
対
応
を
５
段
階
に
区
分

（
左
表
）し
て
発
表
し
ま
す
。

　

防
災
活
動
ガ
イ
ド
は
、
自
主
防
災
組

織
の
防
災
活
動
の
支
援
を
目
的
に
作
成

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
を
元
に
、
防
災
活
動
を

実
践
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
地
域

に
は
ど
の
よ
う
な
防
災
活
動
が
必
要
な

の
か
が
分
か
り
ま
す
。
家
族
や
各
地
域

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
掲
載
内
容

•
災
害
に
備
え
た
家
庭
内
備
蓄
や
家
族

で
の
確
認
事
項

•
避
難
誘
導
や
初
期
消
火
・
救
出
の
ポ

イ
ン
ト　

な
ど

◆
配
布
場
所

　

高
山
消
防
署
窓
口
・

　

市
HP（
QR
）

問
合
せ

防
災
課　

☎
32-

０
１
１
９

■
防
災
活
動
ガ
イ
ド
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

■
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

も
し
、
あ
な
た
が
倒
れ
て
い
る
人
を

発
見
し
た
と
き
、
最
も
近
い
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

ど
こ
に
あ
る
か
す
ぐ
に
思
い
浮
か
び
ま

す
か
？
「
そ
う
い
え
ば
、『
Ａ
Ｅ
Ｄ
』と

い
う
文
字
を
見
か
け
た
気
が
す
る
け

ど
、
ど
こ
だ
っ
た
か
は
っ
き
り
は
覚
え

て
い
な
い
…
」そ
ん
な
人
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
市
施
設
お
よ
び
公
民
館

な
ど
に
屋
外
設
置
し
て
い
ま
す
。
設
置

場
所
は
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
HP（
QR
）で
ご
覧
い
た
だ
き
、

実
際
に
場
所
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
講
習

の
問
い
合
わ
せ
は
、
高
山

消
防
署
救
急
課
、
ま
た
は

最
寄
り
の
消
防
署
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

救
急
課　

☎
32-

０
１
１
９

自立式

壁掛け式

・
噴
火
警
報

　

噴
火
に
伴
い
、
生
命
に
危
険
を
及
ぼ

す
火
山
現
象
の
発
生
や
、
そ
の
危
険
と

な
る
範
囲
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
場
合

に
、
発
表
さ
れ
ま
す
。
居
住
地
域
ま
で

危
険
が
及
ぶ
場
合
は
、「
特
別
噴
火
警

報
」が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
焼
岳
や
乗
鞍
岳
、
白
山
、
御
嶽
山
、
ア
カ
ン
ダ
ナ
山
の
５

つ
の
活
火
山（
＊
）が
あ
り
ま
す
。
平
成
26
年
９
月
27
日
に
は
、
御
嶽
山
が

噴
火
し
、
63
人
も
の
死
者
・
行
方
不
明
者
が
出
る
戦
後
最
大
の
火
山
災
害

と
な
り
ま
し
た
。
噴
火
に
備
え
て
、
知
っ
て
お
く
と
良
い
こ
と
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

＊
過
去
１
万
年
以
内
に
噴
火
し
た
火
山
お
よ
び
現
在
活
発
な
噴
気
活
動
の
あ

る
火
山

予防・警報
の名称

レベル・
キーワード

住民・登山者等
への対応

噴火警報
（居住地域）

レベル５：避難 危険な居住地域からの
避難などが必要

レベル４：避難準備
警戒が必要な居住地域
での避難の準備などが
必要

噴火警報
（火口周辺）

レベル３：入山規制
登山禁止や入山規制等
危険な地域への立ち入
り規制など

レベル２：火口周辺規制 火口周辺への立ち入り
規制など

噴火予報 レベル１：活火山である
ことに留意

状況に応じて火口内へ
の立ち入り規制など

御嶽山 問合せ 危機管理課　☎35-3345



11月11日は、「いい日、いい日、毎日、あったか介護ありがとう」という思いを込めて介護の日と定められています 16
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問合せ　高年介護課　☎ 57-5200

高
齢
者
・
福
祉

　認知症や障がいの
ある人の介護は、他
の人から見ると介護
をしていることが分
かりづらく、時には
誤解をされることが
あります。
　介護をする方が介護中であることを周囲に理
解していただくため、上記の「介護マーク」を配
付しています。名札ケースに入れて使用するな
どご活用ください。

活用例
•介護していることを周囲にさりげなく知っ
てほしいとき
•外出先でトイレに付き添うときなど

対象 介護している方（1人1枚、無料）
配布場所 地域包括支援センター・各支所地域振

興課

品　　目 性 能 な ど

給　
　

付

電磁調理器
（ＩＨ）

電磁による調理器で高齢者が
簡単に使用できるもの

火災警報器 屋内の火災を煙または熱により感知し、音また
は光を発して知らせるもの

自動消火器 室内温度の異常上昇または炎の接触で自動的に
消火液を噴出し、初期火災を消火できるもの

玄関チャイム
（送信機およ
び受信機）

来訪者が送信機のボタンを押すと、
音および光を発して知らせるもの

貸　
　

与

老人用電話 呼び出し音量・受話音量が容易に調節でき、表
示が大きい電話機および電話加入権

シルバーカー 歩行時にその補助のために使用する
補助車

高齢者の日常生活を支援します

対
象

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど

＊
市
民
税
課
税
状
況
に
よ
り
対
象
者
や
利

用
者
負
担
額
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み

給
付
の
品
目
は
、
購
入
す
る
前

に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11月11日は介護の日　介護マークを見かけたら、温かい見守りを！

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、
日
常
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
左
表
の
と
お
り
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付（
購
入
費
の
全
部
ま
た
は

一
部
の
助
成
）ま
た
は
貸
与
を
し
て
い
ま
す
。

介護マーク

日常生活用具の給付・貸与内容



ほっとする談話室・介護に関する展示を開催中
期間 ～11月30日㈫　場所 市図書館「煥章館」(馬場町2)　 問合せ NPO法人まちづくりスポット  ☎62-8550
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高
齢
者
・
福
祉

　

頭
と
体
を
使
う
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
体
操

の
体
験
、
認
知
症
予
防
に
関
す
る
学
習
を
し

ま
す
。

対
象

市
内
在
住
の
65

歳
以
上
で
認
知

症
の
診
断
や
治

療
を
受
け
て
い

な
い
方

参
加
費

無
料

　
　

脳
力
ア
ッ
プ
教
室

健康
ポイント
対象

　

こ
の
検
査
で
は
脳
の
働
き
が
年
齢
相
当
か
ど
う
か
を
簡

易
的
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
脳
の
機
能
を

知
り
、
認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

対
象

左
記
の
①
か
ら
③
の
全
て
を
満
た
す
方

①
市
内
在
住
の
65
〜
79
歳

②
認
知
症
の
診
断
や
治
療
を
受
け
て
い
な
い

③
介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護
に
該
当
し
な
い

申
込
み

前
日
ま
で
に
TEL

＊
認
知
症
の
診
断
や
検
査
を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

＊
支
所
で
の
実
施
希
望
者
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

ご
家
族
な
ど
の
介
護
の
悩
み
に
つ
い
て
相
談
が
で
き
ま
す
。

　

電
話
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時

11
月
10
日
㈬
、
11
日
㈭
、
20
日
㈯

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

ま
ち
ス
ポ
飛
驒
高
山

（
天
満
町
１
・
フ
レ
ス
ポ
飛
驒
高
山
内
）

問
合
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
ス
ポ
ッ
ト

☎
62-

８
５
５
０（
火
曜
日
定
休
）

介
護
者
の
た
め
の「
ほ
っ
と
す
る
談
話
室
」

　

高
齢
期
を
元
気
に
過
ご

す
た
め
に
、
健
康
に
つ
い

て
の
学
習
や
体
操
を
行

い
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
し

ま
し
ょ
う
。

対
象

市
内
在
住
の
65
歳

以
上（
過
去
に
受
講

経
験
の
な
い
方
）

　
　

ひ
ざ
腰
元
気
教
室

健康
ポイント
対象

会場 国府老人いこいの家
（国府町木曽垣内）

開催日
12月１日～
令和４年５月18日

の毎週㈬

時間 13:30～15:00

定員 10人

申込
期限 11月24日㈬

問合せ 社会福祉協議会
☎35-0294

　
　

あ
た
ま
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
〇Ｒ

健康
ポイント
対象

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

会場 総合福祉センター
（昭和町2）

山王福祉センター
（森下町１）

開催日 11月12日㈮ 11月22日㈪

時間 13:30～15:00 10:00～11:30

内容 脳の健康 脳と体の健康を
維持する食事

定員 20人 10人

申込
期限 11月11日㈭ 11月19日㈮

問合せ 社会福祉協議会
☎35-0294

福祉サービス公社
☎36-2940

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

と
は
、
認
知
症
を
理
解

し
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
を
温
か
く
見
守

る
人
で
す
。

　

受
講
者
に
は
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
の
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

対
象

医
療
・
介
護
の
専
門
知
識
を
お
持

ち
で
な
い
方

期
日

11
月
25
日
㈭

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

市
図
書
館「
煥
章
館
」（
馬
場
町
２
）

定
員

30
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
込
み

11
月
18
日
㈭
ま
で
に
TEL

問
合
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35-

２
９
４
０

会場 市役所
（花岡町２）

よって館宙
（七日町1）

よって館花里
（花里町３）

開催日 11月17日㈬
11月30日㈫ 11月10日㈬ 11月15日㈪

時間 9:00～12:00 13:30～16:00 13:30～16:00

申込み 高年介護課
☎57-5200

よって館宙
☎32-2411

よって館花里
☎090-5627-4447

終
活
セ
ミ
ナ
ー

「
知
っ
て
お
こ
う
相
続
税
の
し
く
み
」

期
日

11
月
24
日
㈬

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

市
図
書
館「
煥
章
館
」（
馬
場
町
２
）

講
師

税
理
士
島し

ま

田だ

哲て
つ

吉き
ち

さ
ん

参
加
費

無
料

定
員

30
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
込
み

11
月
16
日
㈫
ま
で
に
TEL
、
MAIL

（
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
を
明

記
）

問
合
せ

高
年
介
護
課

☎
57-

５
２
０
０

 kounenkaigo@
city.takayam

a.lg.jp
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問合せ　健康推進課　☎35-3160

健
康
・
医
療

麻薬・覚醒剤乱用防止運動（～11月30日）
「ダメ。ゼッタイ。」は薬物乱用防止の合言葉

＊①から③のいずれかの書類
　①マイナンバーカード　②個人番号通知カード（氏名と住所が住
民票の情報と一致しているもの）③個人番号が記載された住民票
  *②と③の場合は、顔写真付き本人確認書類（運転免許証など）ま
たは顔写真のない公的書類（健康保険証、年金手帳など)２つ以上
◎その他に一部内容を縮小して実施する事業
　○7カ月児相談（市保健センター）、○10カ月児相談（市保健セ
ンター）、○各支所での乳児相談、○妊婦教室
　対象の方へは、個別でご案内をしています。

【乳幼児健診・相談利用にあたってのお願い】
・保護者以外のご家族（祖父母・きょうだいなど）の来所はご遠慮
ください。
・健診を受ける子どもや保護者、同居のご家族に風邪のような症状
があるときは、健診の受診をお控えください。
・保護者のマスク着用、3歳児健診では可能な範囲で子どものマスク
着用をお願いします
◎11月中止する事業
　○各支所での幼児相談、○赤ちゃん教室
　ご心配なことやご相談がありましたら、電話や市民健康相談をご
利用ください。

健
康
の
教
室
と
相
談

相談名 対象となる方 期日 受付時間 持ち物 場所

母 子 健 康
手 帳 交 付

母子健康手帳の交付を受
けていない妊婦

8日㈪ 13:15～13:30
＊個別で対応します

妊娠証明書（妊娠届出書）
上のお子さんの母子健康手帳
個人番号確認書類＊

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
35

－

3
１
６
０
）

22日㈪

助 産 師 相 談 相談ごとのある妊婦・産婦
8日㈪ 9:00～11:30

事前予約必要(前週
の㈮までに市保健セ
ンターへ電話予約）

母子健康手帳
産婦の方はバスタオル

22日㈪

4カ月児健診

令和3年6月14日
～6月24日生まれ 2日㈫

12:50～13:50
(10分単位でご案
内しています)

母子健康手帳
問診票(子どもの成長の記録）
子どもノート
バスタオル

令和3年6月25日
～7月11日生まれ 11日㈭

令和3年7月12日
～7月20日生まれ 25日㈭

1歳6カ月児健診
令和2年3月1日
～3月11日生まれ 12日㈮ 12:50～14:10

(10分単位でご案
内しています)

母子健康手帳
問診票（子どもの成長の記録）
子どもノート
バスタオル

令和2年3月12日
～3月27日生まれ 30日㈫

2 歳 児 相 談

令和元年10月1日
～10月12日生まれ 5日㈮

9:10～10:00
(10分単位でご案
内しています)

母子健康手帳
問診票（子どもの成長の記録）
子どもノート

令和元年10月13日
～10月23日生まれ 9日㈫

令和元年10月24日
～10月31日生まれ 19日㈮

3 歳 児 健 診

平成30年7月18日
～7月31日生まれ 17日㈬ 12:50～14:10

(10分単位でご案
内しています)

母子健康手帳
問診票（子どもの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル
目と耳の問診票・尿
バスタオル

平成30年8月1日
～8月20日生まれ 26日㈮

市民健康相談
育児、食生活、生活習慣
病などについての悩みや
相談ごとのある方

毎週㈪～㈮
(祝日を除く) 9:00～12:00 乳幼児の相談の方は母子健康手帳・

バスタオル毎週㈭
(祝日を除く) 9:00～12:00 各支所

新型コロナウイルス感染症予防のため、11月中の乳幼児健診・相談および教室の一部を中止、または縮小して実施します。下記にてご確認ください。

診療名 対象者 期　日 受付時間 持ち物 場　所

医科診療 休日に急病になった方 3日(水祝)・7日㈰・14日㈰・
21日㈰・23日(火祝)・28日㈰

  8:30～11:30
13:00～14:30

マイナンバーカードまたは
健康保険証
医療受給者証（受給者のみ）
お薬手帳（お持ちの方）

休日診療所
（市保健センター内）

☎35‒3175歯科診療 日曜日に歯が痛くなった方
小児のフッ素塗布希望の方

7日㈰・14日㈰・
21日㈰・28日㈰   8:30～11:30

●休日・夜間などの急病の場合、受診できる医療機関を知りたいときは高山地域救急医療情報センターまで電話してください〔☎３４‒３７９９〕
●市民の方は、看護師や医師などに24時間365日、電話で医療相談ができます（通話料・相談料無料、携帯電話使用可） 〔☎０１２０‒５４‒７８３０〕

休日診療のお知らせ11月 問合せ 医療課　☎ 35‒3177

11
月
14
日
㈰
は

「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
で
す
。

市
役
所
を
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
で

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
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健
康
・
医
療

健康
ポイント
対象

喀
痰(

か
く
た
ん)

細
胞
診
検
査

  (
痰
に
よ
る
肺
が
ん
の
検
査)

　

喀
痰
検
査
は
肺
が
ん
の
早

期
発
見
の
た
め
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
と
と
も
に
有
効
な

検
査
で
す
。こ
の
機
会
に
受

診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

50
歳
以
上
で
左
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
喫
煙
指
数（
１
日
本
数
×
年
数
）が

６
０
０
以
上
の
方

②
６
カ
月
以
内
に
咳
や
痰
が
増
え
た
方

内
容

起
床
時
の
痰
を
３
日
間
容
器
に
採
取
し
ま

す
。

※
痰
の
出
な
い
方
は
検
査
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
検
査
容
器
を
お
渡
し
し
ま
す

期
間

11
月
22
日
㈪
、26
日
㈮

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
10
時

回
収
日

12
月
７
日
㈫
、８
日
㈬
、９
日
㈭

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所

市
保
健
セ
ン
タ
ー（
花
岡
町
２
）

料
金

５
２
０
円（
70
歳
以
上
は
３
１
０
円
、生
活

保
護
世
帯
は
無
料
）

申
込
み

  11
月
      12
日
㈮
ま
で
に
TEL

問
合
せ

健
康
推
進
課　

☎
35ｰ

３
１
６
０

　
　
　

が
ん
検
診(

集
団
検
診)

         

日
程
、残
り
わ
ず
か
で
す
！

　

今
年
度
の
が
ん
検

診
は
12
月
中
旬
ま
で

の
予
定
で
す
。今
年

度
、未
受
診
の
方
に

は
、日
程
の
ご
案
内

を
し
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

健
康
推
進
課　

☎
35ｰ

３
１
６
０

　

風
し
ん
抗
体
検
査
を

　
　
　
　
　

受
け
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
を
社
会
全

体
で
守
る
た
め
、風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

対
象

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月

１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性（
２
０
１
９
年

以
降
に
抗
体
検
査
や
予
防
接
種
を
受
け

た
方
は
再
度
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
）

申
込
み

職
場
な
ど
で
の
健
康
診
断
時
や
登
録
医

療
機
関
へ
申
し
出

＊
市
の
が
ん
検
診
受
診
時
に
も
抗
体
検
査
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

持
ち
物

①
市
か
ら
送
付
し
て
い
る
ク
ー
ポ
ン
券

②
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

　

検
査
の
結
果
、十
分
な
量
の
風
し
ん
抗
体
が
な

い
方
は
、無
料
で
風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

健
康
推
進
課　

☎
35ｰ

３
１
６
０

　

健
康
ポ
イ
ン
ト

　
　

景
品
交
換
は
お
早
め
に

　

市
で
は
中
学
３
年
生
以
上
を
対
象
に
、健
康
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
応
援
す
る
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
以
降
に
、職
場
の
健
康
診
査
や

人
間
ド
ッ
ク
、市
の
特
定
健
診
な
ど
を
受
け
、健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
方
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、６
ポ
イ
ン
ト
以
上
貯
め
た
方
は
景
品
と
交
換

が
で
き
ま
す
。

交
換
期
限

令
和
４
年
２
月
28
日
㈪

交
換
場
所

健
康
推
進
課（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
）・各

支
所
地
域
振
興
課
窓
口

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん

狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
済
み
で
す
か

　

狂
犬
病
は
人
と
動
物
に

共
通
す
る
感
染
症
で
、
発

症
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％

死
に
至
る
恐
ろ
し
い
病
気

で
す
。
狂
犬
病
の
発
生
を

予
防
し
、
そ
の
ま
ん
延
を

防
止
、
撲
滅
す
る
た
め
、
毎
年
１
回
狂
犬
病
の

予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
愛
犬
が
病
気
な
ど
で
、
狂
犬
病
予
防

注
射
の
実
施
が
困
難
な
場
合
は
、
動
物
病
院
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
愛
犬
の
死
亡
、
飼
い
主
や
住
所
な
ど

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
愛
犬
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

フ
ン
の
後
始
末
は
必
ず
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

健
康
推
進
課　

☎
35ｰ

３
１
６
０

毎月19日は食育の日です
1日あと70グラムの野菜をプラスしましょう

＊11月19日㈮までにご予約ください。

こころの健康相談11月
内容 相談日 場所 時間 問合せ

精神科医師
による相談 10日㈬

市保健センター
13:30
～
15:30

飛驒保健所
☎33－1111
（内311）

精神保健福祉士
による相談 24日㈬ 健康推進課

☎ 35-3160(＊)

　精神保健福祉士の相談では、こころの健康を目的とした、家庭や職場、学
校での人間関係の悩みも伺います。話すだけでも気持ちは軽くなります。
「病院に行くのは気がひける」「話を聴いてほしい」という方、また家族の
方による相談、電話による相談も可能です。お気軽にご相談ください。

予約が必要です。
（相談は無料で、秘密は厳
 守します）市公式LINEを市公式LINEを

ご利用くださいご利用ください

【注意】
　「友だち追加」のあとに簡単な
情報登録が必要です。メッセー
ジに従い、作業をお願いします。

防災情報やイベント情報などをあなたの
スマホへお届けします！

広報たかやまを
あなたのスマホにお届けします

無料広報アプリ「マチイロ」で
配信中。

 ダウンロードは
QR から
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子
育
て

問合せ  子育て支援課  ☎ 35-3140

　絶対許さない！
児童虐待・女性への暴力

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金(児童一人当たり一律5万円)を支給します
※詳しくはお問い合わせください。　問合せ　子育て支援課　☎35-3140

虐
待
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
で
…

〜
11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」〜

　

虐
待
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
や
、虐
待
し
て
い
る
親
は

こ
ん
な
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま
す
。

◆
親
の
サ
イ
ン

・小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま

ま
外
出
し
て
い
る

・地
域
な
ど
と
交
流
が
少
な
い
、身

近
に
悩
み
を
相
談
で
き
る
人
が

い
な
い

・子
育
て
に
関
し
て
拒
否
的・無
関
心

・子
ど
も
の
ケ
ガ
に
つ
い
て
不
自
然
な
説
明
を
す
る

◆
子
ど
も
の
サ
イ
ン

・異
常
な
泣
き
声
や
叫
び
声
が
聞
こ
え
る

・不
自
然
な
傷
、新
し
い
ケ
ガ
と
古
い
ケ
ガ
が
混
じ
っ
て

い
る

・
衣
類
や
体
が
い
つ
も
汚
れ
て
い

る
、季
節
に
合
わ
な
い
服
装
を
し

て
い
る

・
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
家
の
外
に
い

る
。

暴
力
は
ダ
メ
！

11
月
12
日
〜
25
日
は「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」週
間

◆
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）と
は

　

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関

係
が
あ
る・あ
っ
た
人
か
ら
振
る
わ

れ
る
暴
力
で
、身
体
的
暴
力
や
性

的
暴
力
、精
神
的
暴
力
、経
済
的
暴

力
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
児
童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
の
関
係

　

Ｄ
Ｖ
が
あ
る
家
庭
で
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
暴
力

が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
自
身
が
直
接
暴
力
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
子

ど
も
の
見
る
前
で
暴
力
を
振
る
う
こ
と(

面
前
Ｄ
Ｖ)

は
、
子
ど
も
へ
の
心
理
的
虐
待
に
な
り
ま
す
。
そ
の

他
、
加
害
者
が
被
害
者
の
悪
口
を
子
ど
も
に
言
い
続

け
る
こ
と
で
、
子
ど
も
が
被
害
者
を
軽
ん
じ
る
よ
う

に
な
り
、
被
害
者
と
子
ど
も
の
関
係
が
壊
れ
て
し
ま

う
な
ど
、
Ｄ
Ｖ
は
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
に
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
と
虐
待
は
、
ど
ち
ら
も
家
庭
内
で
行
わ
れ
る

暴
力
で
す
。
Ｄ
Ｖ
を
防
止
す
る
こ
と
は
、
児
童
虐
待

の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
を

◆
児
童
虐
待
に
関
す
る
連
絡
先・相
談
窓
口

・児
童
相
談
所
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

・子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35ｰ

３
１
７
９

（
休
日・夜
間
は
市
役
所

☎
32ｰ

３
３
３
３
）

◆
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
女
性
相
談
に
関
す
る

　

連
絡
先・相
談
窓
口

・配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
36ｰ

２
５
３
１（
飛
騨
県
事
務
所
）

・Ｄ
Ｖ
相
談
全
国
共
通
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
☎#

８
０
０
８

・子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35ｰ

３
１
７
９

（
休
日・夜
間
は
市
役
所

☎
32ｰ

３
３
３
３
）

第
14
回　

岐
阜
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

11
月
の
児
童
虐
待
防
止
月
間
に
合
わ
せ
飛
驒
地

域
で
は
、巨
大
な
タ
ペ
ス
ト
リ
ー(

壁
掛
け)

を
展
示

し
ま
す
。来
庁
者
は
、オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
に
貼
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
を
貼
っ
て
、一
緒
に
啓
発
し
ま
し
ょ
う
。

期
間

〜
11
月
５
日
㈮

場
所

市
民
ロ
ビ
ー(

本
庁
１
階)

問
合
せ

飛
驒
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32ｰ

０
５
９
４

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
に
は
、

「
児
童
虐
待
防
止
」と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。オ
レ
ン

ジ
色
は
子
ど
も
た
ち
の

明
る
い
未
来
を
表
し
て

い
ま
す

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

女
性
に
対
す
る
暴
力
の

な
い
世
界
を
望
む
気
持

ち
を
表
す
パ
ー
プ
ル
リ

ボ
ン
は
こ
の
運
動
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
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生
涯
学
習

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
女
性
青
少
年
会
館
講
座

問
合
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
女
性
青
少
年
会
館　

☎
32ｰ

０
３
９
４

 info@
takayam

a-hom
e.jp　

　

  

35ｰ

２
３
９
４

今号でお知らせしている各種催しなどについては、新型コロナウイルス感染症予防のため、
中止・延期または内容が変更となる場合があります。

◎
女
性
青
少
年
会
館
講
座

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

方

場
所

女
性
青
少
年
会
館

（
花
里
町
１
）

申
込
み

下
記
の
期
限
ま
で

に
講
座
名
、
氏

名
、住
所
、電
話

番
号
を
明
記
し
、

TEL
・
FAX
・
MAIL

◎
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座

対
象

市
内
在
住・在
勤
の
35
歳
ま
で
の
方

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
花
里
町
１
）

申
込
み

11
月
９
日
㈫
ま
で
に
、講
座
名
、

登
録
番
号
、氏
名
、住
所
、電
話

番
号
、生
年
月
日
を
TEL
・
FAX
・
MAIL

※
材
料
費
の
ほ
か
に
傷
害
保
険
料
未
納（
今

年
度
）の
方
は
１
，８
５
０
円
が
必
要
で

す
。

◎
第
８
回
上
映
会

『
伊
豆
の
踊
子
』１
９
６
３
年・日
本

日
時

11
月
６
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所

市
図
書
館「
煥
章
館
」(

馬
場
町)

申
込
み

事
前
に
来
館
、TEL

◎
図
書
館
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
楽
し
も
う
！

　

普
段
は
煥
章
館
に
あ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
期
間
限
定
で
分

館
に
設
置
し
、館
内
の
視
聴
ブ
ー
ス
で
自
由
に
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

【
国
府
分
館
】図
書
館
で
ア
ニ
メ
を
楽
し
も
う

日
時

11
月
５
日
㈮
〜
７
日
㈰

【
清
見
分
館
】自
然
科
学
に
親
し
も
う

日
時

11
月
20
日
㈯
〜
28
日
㈰

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
in
上
宝
分
館

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
絵
本
の
引
き
換
え

と
、絵
本
を
使
っ
た
お
話
会
を
行
い
ま
す
。

絵
本
の
引
き
換
え
に
は
、引
換
券
と
母
子

手
帳
が
必
要
で
す
。

場
所

上
宝
分
館（
上
宝
支
所
１
階
）

日
時

11
月
20
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

◎
国
府
分
館
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
さ
く
ら
ん
ぼ
お
は
な

し
の
会
」に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、簡
単
な
工

作
キ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

場
所

国
府
分
館（
こ
く
ふ
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階
）

日
時

11
月
20
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

◎
み
ん
な
の
健
康
シ
リ
ー
ズ
第
６
回

　

医
師・歯
科
医
師・薬
剤
師
等
の
専
門
家
を
講
師
と

し
て
様
々
な
テ
ー
マ
で
講
座
を
行
い
ま
す
。

テ
ー
マ
①
歯
周
病
と
は
〜
健け

ん
こ
う口
を
保
つ
に
は
〜

講
師

廣ひ
ろ
し
ま島
直な
お
ひ
こ彦
さ
ん（
な
お
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）

テ
ー
マ
②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
：
再
考

講
師

大お
お

林ば
や
し

丈と
も
ゆ
き恭
さ
ん（
大
林
調
剤
薬
局
薬
剤
師
）

日
時

11
月
22
日
㈪
午
後
７
時
〜
８
時
50
分

場
所

市
図
書
館「
煥
章
館
」(

馬
場
町
２)

申
込
み

事
前
に
来
館
、TEL

◎
11
月
特
集
展
示

【
一般
】使
っ
て
み
た
い
伝
統
的
工
芸
品

【
児
童
】名
作
を
読
も
う

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ

市
図
書
館
「
煥
章
館
」
☎
32ｰ

３
０
９
６

32ｰ

３
０
９
８

library@
library.takayam

a.gifu.jp

市
民
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業

◎
小
枝・ミ
ル
ク
ボ
ー
イ
爆
笑
寄
席

　

桂
小
枝
さ
ん
や
ミ
ル
ク
ボ
ー
イ
た
ち
に
よ

る
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
18
日
㈭
午
後
７
時
開
演(

６
時
15
分
開
場)

場
所

丹
生
川
文
化
ホ
ー
ル(

丹
生
川
町
町
方
１)

入
場
料

一
般
３
，０
０
０
円
、メ
セ
ナ
メ
イ
ト
会
員

２
，５
０
０
円
、ジ
ュ
ニ
ア（
18
歳
以
下
）５
０
０
円

※
未
就
学
児
童
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ

市
文
化
協
会　

☎
34-

６
５
５
０

文
化
振
興
事
業
補
助
金（
追
加
募
集
）

　

市
民
の
心
の
豊
か
さ
を
創
出
す
る
文
化
芸
術
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、令
和
４
年
１
月
31
日
㈪
ま
で
期
限
を
延
長
し
、募

集
を
行
い
ま
す
。

助
成
額

対
象
経
費
の
１
／
３
以
内（
上
限
45
万
円
）

※
詳
細
は
市
HP
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
合
せ

生
涯
学
習
課　

☎
35-

３
１
５
５

講　座 定員 参加料 時　間 受講日 申込期限
はじめての
Word毎週㈭ 8

2,600
円

1０:00～
12:00

12/9・16・23
1/6・13（５回） 11/18

㈭はじめての
Excel毎週㈮ 8

2,600
円

1０:00～
12:00

12/10・17・24
1/7・14（５回）

講　座 定員 材料費 開始時間 受 講 日

火
バランスボール（7回） 16 300円 19：30 11/30～1/25
パンとスイーツ（4回） 8 2,000円 19：00 11/30・12/7・1/11・18
シュト ー レン（1回） 8 1,700円 19：00 12/14

水 ダイエットヨガ（6回） 16 ― 19：30 12/8～1/26
美  文  字（6回） 6 300円 19：00 12/1～1/19

木
バドミントン（7回） 20 700円 19：30 12/2～1/20
茶 　 道（6回) 5 1,800円 19：00 12/2～随時募集
ダンスエクササイズ(7回) 15 ― 19：30 12/2～1/20

金

着 　 付（8回） 8 ― 19:00 11/26～1/21
長く楽しめるリース（1回） 8 2,500円 19:00 11/26
パンとスイーツ（4回） 8 2,000円 19：00 12/3・10・1/14・21
飾り巻き寿司（1回） 8 1,500円 19：00 12/17

日 シュトーレン（1回） 8 1,700円 10：00 12/12
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イ
ベ
ン
ト
・
講
座

四
十
八
滝
秋
の
感
謝
祭

場
所

宇
津
江
四
十
八
滝
公
園(

国
府
町
宇
津

江)
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
し
ぶ
き

☎
72ｰ
３
７
０
４

◆
木
工
品
や
地
元
野
菜
、よ
そ
八
汁
の

販
売

　

秋
の
紅
葉
を
満
喫
し
た
あ
と
、温
か
い
よ
そ

八(

四
十
八)

汁
は
い
か
が
で
す
か
？

期
日

11
月
３
日(

水・祝)

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

飛
驒
の
里
11
月
の
行
事

場
所

飛
驒
の
里(

上
岡
本
町
１)

入
場
料

市
民
は
無
料

問
合
せ

飛
驒
の
里　

☎
34ｰ

４
７
１
１

◆
合
掌
家
屋
の
放
水
訓
練

　

合
掌
家
屋
を
水
の
ベ
ー
ル
で
覆
う
ド
レ
ン

チ
ャ
ー
や
放
水
銃
に
よ
る
延
焼
防
止
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
す
。

日
時

11
月
６
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

◆
菜
洗
い
、つ
け
も
の
漬
け
の
実
演

　

赤
か
ぶ
や
白
菜
な
ど
を
谷
水
で
洗
い
、漬
物

を
漬
け
ま
す
。昔
な
が
ら
の
晩
秋
の
風
物
詩
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日

11
月
21
日
㈰

時
間

菜
洗
い
午
前
10
〜
11
時

つ
け
も
の
漬
け
午
前
10
〜
正
午

第
42
回
飛
驒
高
山
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

み
ん
な
で
ご
み
拾
い
を
し
て
ま
ち
を
き
れ
い

に
し
ま
し
ょ
う
。密
状
態
を
回
避
す
る
た
め
、開

始・終
了
時
の
集
合
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時

11
月
６
日
㈯
午
前
９
時
〜
10
時

内
容

①
自
宅
周
辺
か
ら
市
役
所
ま
で
の
歩
道

や
広
場
な
ど
の
ご
み
を
拾
う(

清
掃

場
所
や
経
路
は
自
由)

②
本
庁
正
面
玄
関
で
回
収

③
エ
コ
グ
ッ
ズ
を
受
け
取
り
解
散

＊
中
止
の
場
合
は
午
前
７
時
頃
か
ら
ヒ
ッ
ツ
Ｆ

Ｍ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ

快
適
環
境
づ
く
り
市
民
会
議

☎
35ｰ

３
１
３
８

広
報
ID
１
０
１
１
３
１
７

荒
城
農
業
体
験
交
流
館
体
験
教
室

場
所

荒
城
農
業
体
験
交
流
館(

国
府
町
八
日

町)

申
込
み

期
限
ま
で
に
TEL
・
FAX(

超
え
た
場
合
は

抽
選)

問
合
せ

荒
城
農
業
体
験
交
流
館

☎
72ｰ

１
０
６
６

72ｰ
１
０
６
７

◆
そ
ば
打
ち
体
験
教
室(

全
４
回)

期
日

11
月
15
日
㈪
、29
日
㈪
、

12
月
６
日
㈪
、13
日
㈪

時
間

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

定
員

９
人　

参
加
料

１
，０
５
０
円

期
限

11
月
８
日
㈪

◆
シ
ル
エ
ッ
ト
ア
ー
ト
教
室

期
日

11
月
18
日
㈭

時
間

午
後
１
時
〜
３
時
、午
後
７
時
〜
９
時

定
員

各
８
人　

参
加
料

１
，１
０
０
円

期
限

11
月
10
日
㈬

◆
飾
り
巻
き
寿
司
教
室

期
日

11
月
24
日
㈬

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員

12
人　

参
加
料

１
，４
０
０
円

期
限

11
月
12
日
㈮

◆
お
菓
子
つ
く
り
教
室

　

リ
ン
ゴ
の
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

期
日

11
月
25
日
㈭

時
間

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

定
員

６
人　

参
加
料

１
，４
０
０
円

期
限

11
月
12
日
㈮

高
山
生
活
学
校

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
教
室

　

地
元
で
と
れ
る
食
材
を
豊
富
に
使
っ
た
料
理

を
作
り
、地
産
地
消
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

期
日

11
月
17
日
㈬

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

場
所

市
民
文
化
会
館(

昭
和
町
１)

定
員

15
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

参
加
料

５
０
０
円

申
込
み

11
月
10
日
㈬
ま
で
に
、氏
名
、住
所
、

電
話
番
号
を
TEL
・
FAX
・
MAIL

問
合
せ

生
涯
学
習
課　

☎
35ｰ

３
１
５
５

　
　
　
　
　
　

35ｰ

３
４
１
４

shougaigakushuu@
city.takayam

a.
lg.jpツ

ナ
ガ
ル
Ｃa
f
é

　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
悩
み
を
抱
え
る
人
や
そ

の
ご
家
族
が
気
軽
に
交
流
す
る
場
で
す(

参
加

無
料)

。

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
変
更
す
る
場
合
有
り

日
時

11
月
14
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー(

昭
和
町
２)

申
込
み

11
月
12
日
㈮
ま
で
に
TEL
・
MAIL

問
合
せ

ツ
ナ
ガ
ル
Ｃa
f
é
実
行
委
員
会

☎
32ｰ

８
７
３
６

prism
ｰshien@

helen.ocn.ne.jp

男
女
共
同
参
画
講
演
会

　

元
高
校
教
師
で
作
家
の
宮み
や
も
と
ま
さ
は
る

本
延
春
さ
ん
が
、

自
閉
症
の
息
子
さ
ん
と
の
生
活
を
中
心
に
、「
主

夫
」と
し
て
、性
別
に
よ
る
役
割
分
担
で
は
な
く

助
け
合
い
で
補
う
家
庭
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す(

入
場
無
料)

。

日
時

11
月
28
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

市
民
文
化
会
館(

昭
和
町
１)

定
員

１
０
０
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

申
込
み

11
月
15
日
㈪
ま
で
に
、氏
名
、住
所
、

電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、参
加

方
法(

会
場
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン)

を
、

窓
口・
FAX
・
QR

問
合
せ

生
涯
学
習
課

☎
35ｰ

３
１
５
５

35ｰ

３
４
１
４

shougaigakushuu@
city.takayam

a.
lg.jp

▲宮本延春さん

大切な人権あなたも考えてみませんか ?今月は「犯罪被害者とその家族」について
 詳しくは HP ( 広報 ID1001321) 
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業務時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

伝
統
工
芸
を
学
ぶ「
リ
ト
ア
ニ
ア

教
室
」

　

リ
ト
ア
ニ
ア
の
文
化
や

伝
統
を
平
塚
市
国
際
交
流

員
の
チ
ェ
カ
ナ
ビ
チ
ュ
ー

テ・ラ
サ
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す(

参

加
無
料)

。

対
象

国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
方

日
時

11
月
27
日
㈯
午
後
２
時
〜
２
時
45
分

場
所

市
民
文
化
会
館(

昭
和
町
１)

定
員

25
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

申
込
み

11
月
17
日
㈬
ま
で
に
TEL
・
FAX
・
MAIL

問
合
せ

海
外
戦
略
課　

☎
35ｰ

３
３
４
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

35ｰ

３
１
６
７

osd@
city.takayam

a.lg.jp

市
政
記
念
館
耐
震
補
強
工
事

現
場
見
学
会

　

耐
震
補
強
工
事
の
様
子
を
間
近
で
見
学
で

き
ま
す(

参
加
無
料)

。

期
日

11
月
28
日
㈰

時
間

①
午
前
10
時
〜

②
午
後
２
時
〜（
各
40
分
）

場
所

市
政
記
念
館(

神
明
町
４)

定
員

各
20
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

＊
小
学
校
低
学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴

申
込
み

11
月
18
日
㈭
ま
で
に
、
TEL
・
FAX
・
MAIL

問
合
せ

文
化
財
課　

☎
35ｰ

３
１
５
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

35ｰ

３
１
７
２

bunkazai@
city.takayam

a.lg.jp

働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー

　
「
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
」

　

パ
ワ
ハ
ラ
の
事
例
や
企
業
が
と
る
べ
き
対
策

な
ど
を
紹
介
し
ま
す(

参
加
無
料)

。

対
象

中
小
企
業
の
経
営
者
、人
事
担
当
者

日
時

11
月
19
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

２
０
１・２
０
２
会
議
室(

本
庁
２
階)

講
師

牟む

田た

昂こ
う
へ
い平
さ
ん(

ぎ
ふ
働
き
方
改
革
推

進
支
援
セ
ン
タ
ー)

定
員

20
人

申
込
み

11
月
18
日
㈭
ま
で
に
、HP
・
QR

問
合
せ

雇
用・産
業
創
出
課

☎
35ｰ

３
１
８
２

広
報
ID
１
０
１
３
０
２
７

就
職
を
目
指
す
若
者
の
保
護
者
の

勉
強
会

　

就
労
支
援
機
関
の
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
の
ワ
ー
ク
体
験
と
、団
体
の
支
援
内

容
や
活
用
法
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。勉
強
会

後
に
個
別
相
談
も
受
け
ま
す(

参
加
無
料)

。

期
日

11
月
20
日
㈯

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

＊
個
別
相
談
は
午
後
３
時
〜

場
所

２
０
１・２
０
２
会
議
室(

本
庁
２
階)

講
師

澤さ
わ
た
に谷
美み

津つ

枝え

さ
ん(
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト)

定
員

20
人　
＊
個
別
面
談
は
２
組
ま
で

申
込
み

前
日
午
後
５
時
ま
で
に
TEL

問
合
せ

県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
35ｰ

４
７
７
０

幕
領
飛
驒
の
お
も
て
な
し(

企
画

展)

　

新
し
い
代
官・郡
代
や
巡
見
使
を
飛
驒
に
迎

え
入
れ
る
た
め
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た「
お
も
て

な
し
」の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間

11
月
20
日
㈯
〜
12
月
19
日
㈰

＊
11
月
23
日(

火
・
祝)

に
は
午
前
10
時
よ
り
当

時
の
料
理
の
再
現
展
示
あ
り

場
所

高
山
陣
屋(

八
軒
町
１)

入
場
料

４
４
０
円(

高
校
生
以
下
は
無
料)

問
合
せ

高
山
陣
屋
管
理
事
務
所

☎
32ｰ

０
６
４
３

福
祉
の
お
店
㏌
市
役
所

　

市
内
の
障
が
い
者
福
祉
施
設
で
手
作
り
し
た

日
用
品
や
ク
ラ
フ
ト
雑
貨
な
ど
を
展
示・販
売

し
ま
す
。

期
日

11
月
25
日
㈭

時
間

午
前
11
時
30
分

〜
午
後
１
時
30
分

場
所

市
民
ロ
ビ
ー(

本
庁
１
階)

問
合
せ

福
祉
課　

☎
35ｰ

３
３
５
６

子
ど
も
大
学
ウ
ィ
ン
タ
ー
ワ
ー
ク

　

木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
や
炭
焼
き
、縄
文
時

代
の
石
器
を
使
う
体
験
が
で
き
ま
す
。

対
象

小
学
４
〜
６
年
生

期
日

12
月
４
日
㈯

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

場
所

木
の
駅(

赤
保
木
町)

定
員

45
人

申
込
み

11
月
23
日（
火・祝
）ま
で
に
、氏
名(

ふ

り
が
な)

、学
校
名
、学
年
、住
所
、保

護
者
名
、電
話
番
号
、こ
ど
も
食
堂

(

有
料)

の
利
用
有
無
を
TEL
・
FAX
・
MAIL
・

QR

問
合
せ

活
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

☎
32ｰ
６
０
４
４(

兼)
info@

enepoｰtakayam
a.

com広
報
ID
１
０
０
７
８
２
６

第
３
回
飛
驒
高
山
学
会

　

飛
驒
地
域
で
行
わ
れ
た
様
々
な
テ
ー
マ
の
調

査
研
究
に
つ
い
て
、大
学
関
係
者
な
ど
が
成
果

発
表
を
し
ま
す(

参
加
無
料)

。

期
日

12
月
４
日
㈯・５
日
㈰

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
５
時
30
分（
予
定
）

場
所

飛
驒・世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー(

千
島

町)

申
込
み

12
月
３
日
㈮
ま
で
に
TEL
・
FAX
・
MAIL

問
合
せ

飛
驒
高
山
大
学
連
携
セ
ン
タ
ー

☎
57ｰ

５
３
６
６

57ｰ

５
３
７
７

hidatakayam
a@
renkei- center.jp

広
報
ID
１
０
０
８
７
２
１

企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　

今
の
ま
ま
経
営
を
続
け
よ
う
と
考
え
て
い
る

皆
さ
ん
、５
年
、10
年
先
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

秘
訣
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？(

参
加
無
料)

対
象

経
営
者
、人
事
担
当
者

日
時

12
月
８
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

大
会
議
室(

本
庁
地
下
１
階)

講
師

市い
ち

野の

喜よ
し
ひ
さ久
さ
ん(

パ
ー
ソ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
㈱
地
方
創
生
セ
ク

タ
ー
担
当
部
長)

定
員

50
人

申
込
み

市
HP
に
あ
る
参
加
申
込
書
を
FAX
・
MAIL

問
合
せ

県
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点

☎
０
５
８ｰ

２
７
７ｰ

１
０
９
６

０
５
８ｰ

２
７
８ｰ

１
１
４
８

pro-jinzai@
jinzai-gifu.jp

広
報
ID
１
０
１
４
７
７
１

今月の人権標語　「だめやよ」　その一言　いう勇気　聞く勇気
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介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修

　

介
護
の
基
礎
を
学
ぶ
入
門
的
研
修
で
す
。修

了
者
に
は
修
了
証
を
発
行
し
ま
す(

参
加
無
料)

。

場
所

市
民
文
化
会
館(

昭
和
町
１)

定
員

10
人

申
込
み

各
期
限
ま
で
に
TEL
・
FAX
・
MAIL

問
合
せ

㈱
ソ
ラ
ス
ト
教
育
事
業
部
営
業
課

☎
06ｰ

６
２
６
５ｰ

８
５
５
５

06ｰ

６
２
６
５ｰ

８
５
６
０

kankyo@
solasto.co.jp

◆
説
明
会

日
時

12
月
14
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

期
限

12
月
７
日
㈫

◆
研
修(

全
４
回)

期
日

令
和
４
年
１
月
18
日
㈫
〜
２
月
３
日
㈭

＊
う
ち
、２・３
回
目
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

＊
初
回
の
み
午
前
９
時
15
分
〜

期
限

12
月
24
日
㈮

一
位
一
刀
彫
体
験
教
室

　

伝
統
工
芸「
一
位
一
刀
彫
」に
つ
い
て
学
び
、作

品
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

対
象

小
学
４
〜
６
年
生

期
日

令
和
４
年
１
月
９
日
㈰

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館(

上一之
町)

定
員

10
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

申
込
み

11
月
30
日
㈫
ま
で
に
、市
HP
に
あ
る

申
込
書
を
郵送
・
HP

問
合
せ

商
工
振
興
課　

☎
35ｰ

３
１
４
４

広
報
ID
１
０
１
６
２
４
１

の
り
も
の
ラ
リ
ー
㏌
た
か
や
ま

　

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
車
内
に
あ
る
キ
ー
ワ
ー

ド
を
集
め
て
ク
イ
ズ
に
答
え
よ
う
！

　

参
加
者
全
員
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。さ
ら
に
、飛
驒

の
特
産
品
な
ど
が
当
た
る
抽

選
に
応
募
で
き
ま
す
。

＊
詳
細
は
市
HP
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

期
間

11
月
中
旬
〜
  12
月
中
旬
頃

問
合
せ

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

☎
57ｰ

７
４
４
４

広
報
ID
１
０
１
６
２
４
５

リ
フ
ォ
ー
ム
製
品
フ
ェ
ア

　

リ
フ
ォ
ー
ム
製
品
の
販
売
や
修
理
し
た
お
も

ち
ゃ
を
無
償
提
供
し
ま
す(

応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選)

。

応
募
条
件

各
分
類
１
人
１
点
ま
で

受
付
期
間

11
月
15
日
㈪
〜
21
日
㈰

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

＊
最
終
日
は
正
午
ま
で

抽
選
会

11
月
21
日
㈰
午
後
１
時

＊
当
選
者
に
は
電
話
連
絡
す
る
ほ
か
、市
HP
に

当
選
番
号
を
掲
載
し
ま
す
。

場
所

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー(

三
福
寺

町)

問
合
せ

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

☎
35ｰ

１
２
４
４

広
報
ID
１
０
０
１
２
５
６

市
営
墓
地
の
使
用
者

対
象

(

カ
ッ
コ
内
は
募
集
区
画
数)

宗
猷
寺
町
墓
地(

４)

／
法
華
寺
墓
地

(

２)

／
素
玄
寺
墓
地(

８)

／
大
隆
寺
墓

地(

２)

／
大
雄
寺
墓
地(

３)

／
雲
龍
寺

墓
地(

１)

／
城
山
墓
地(

１)

／
北
ケ
洞

墓
地(

８)

／
宇
津
江
墓
地(

89)

永
代
使
用
料

３
万
円
／
㎡

＊
宇
津
江
墓
地
の
み
維
持
管
理
費(

年
４
７
０

円
／
区
画)

が
必
要

申
込
み

11
月
19
日
㈮
ま
で
に
、申
請
書
と
誓

約
書
に
住
民
票
を
添
え
て
契
約
管
財

課(

本
庁
４
階)

ま
た
は
国
府
支
所
窓

口

＊
申
請
書
は
窓
口
の
ほ
か
、市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ

契
約
管
財
課　

☎
35ｰ

３
１
３
５

広
報
ID
１
０
０
４
０
０
９

公
園
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

地
域
に
愛
さ
れ
る
公
園
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間

〜
11
月
30
日
㈫

回
答
方
法

①
QR
か
ら
回
答

②
公
園(

原
山
、城
山
、赤
保

木)

に
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
で
回
答

＊
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
郵
送
も
可
能
で
す
。

問
合
せ

都
市
計
画
課　

☎
35ｰ

３
１
８
０

健
康
長
寿
ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、高
齢
者
福
祉
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

対
象

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
20
歳
以
上

定
員

２
人

任
期

令
和
４
年
か
ら
３
年
間

応
募

11
月
30
日
㈫
ま
で
に
、住
所
、氏
名
、年

齢
、職
業
、電
話
番
号
と「
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
」を
題
材
に
し

た
小
論
文(

８
０
０
字
以
上
１
，０
０
０

字
以
内)

を
郵送
・
MAIL

問
合
せ

高
年
介
護
課　

☎
35ｰ

３
１
７
８

kounenkaigo@
city.takayam

a.lg.jp

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
　
　

(

市
民
意
見
の
募
集)

案
件
名

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画

閲
覧
場
所

市
HP
、担
当
課
、市
民
コ
ー
ナ
ー

(

本
庁
１
階)

、各
支
所
、市
図
書
館

「
煥
章
館
」、市
民
文
化
会
館
、ビ
ッ

グ
ア
リ
ー
ナ
、女
性
青
少
年
会
館

(

休
館
日
を
除
く
各
施
設
の
開
館

時
間
内)

提
出

所
定
の
様
式
に
ご
意
見
を
記
入
の
う

え
、11
月
25
日
㈭
ま
で
に
、窓
口
・
郵送
・

FAX
・
MAIL

＊
様
式
は
閲
覧
場
所
に
あ
る
ほ
か
、市
HP
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ

行
政
経
営
課

☎
35ｰ

３
０
４
０

35ｰ

３
１
６
２

gyouseikeiei@
city.takayam

a.lg.jp

募

集
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陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

対
象

中
卒(

見
込
み
含
む)

17
歳
未
満
の
男
子

◆
一
般
受
験

受
付
期
間

〜
令
和
４
年
１
月
14
日
㈮

一
次
試
験

令
和
４
年
１
月
22
日
㈯

・23
日
㈰
の
う
ち
１
日

◆
推
薦
受
験(
学
校
長
の
推
薦
が
必
要)

受
付
期
間

〜
12
月
３
日
㈮

一
次
試
験

令
和
４
年
１
月
８
日
㈯

〜
11
日
㈫
の
う
ち
１
日

問
合
せ

自
衛
隊
高
山
出
張
所

☎
32ｰ

３
０
２
８

東
京
都
内
へ
の
進
学
者
向
け
学
生
寮

＊
詳
細
は
各
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
岐
阜
県
学
寮(

文
京
区
小
日
向)

募
集
人
数

30
人
程
度

面
接
期
日

12
月
12
日
㈰
午
後
２
時
〜

場
所

市
民
文
化
会
館(

昭
和
町
１)

問
合
せ

岐
阜
県
学
寮

☎
03ｰ

３
９
４
７ｰ

１
９
５
８

◆
濃
飛
会・岐
阜
県
学
生
会
館

(

八
王
子
市)

募
集
人
数

男
性
20
人・女
性
16
人
程
度

面
接
期
日

令
和
４
年
１
月
30
日
㈰

期
間

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所

じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ(

岐
阜
市)

問
合
せ

県
学
生
会
館
事
務
局

☎
０
４
２ｰ

６
４
６ｰ

６
５
６
１

大
規
模
開
発
構
想
の
縦
覧

事
業
名

日
産
プ
リ
ン
ス
飛
騨
販
売
㈱

増
築
工
事

開
発
事
業
者

岡
本
町
３
丁
目
２
２
０ｰ

２

日
産
プ
リ
ン
ス
飛
騨
販
売
㈱

代
表
取
締
役　

荒あ
ら

家や

正ま
さ

紀き

内
容

店
舗
付
整
備
工
場
の
増
築

場
所

岡
本
町
３
丁
目
１
２
５ｰ

３
外
１
筆

延
べ
床
面
積

１
，０
３
６
．08
㎡

縦
覧
期
間

〜
11
月
15
日
㈪

縦
覧
場
所

建
築
住
宅
課(

本
庁
３
階)

意
見
書

〜
11
月
22
日
㈪

問
合
せ

建
築
住
宅
課　

☎
35ｰ

３
１
５
９

ス
ト
ー
ブ・ボ
イ
ラ
ー
の
購
入
助
成

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス(

ペ
レ
ッ
ト
、薪
、チ
ッ
プ)

を

燃
料
と
す
る
ス
ト
ー
ブ
や
ボ
イ
ラ
ー
の
購
入
に

対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象

住
宅
、事
業
所(
暖
房
・
給
湯)

、農
業
用

ハ
ウ
ス
な
ど

＊
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
政
策
推
進
課  

☎
35ｰ

３
５
３
３

広
報
ID
１
０
０
１
３
１
５

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、障
が
い
者
や
妊
娠
初
期

な
ど
手
助
け
を
必
要
と
す
る
人
が
、周
囲
の
人

に
支
援
や
配
慮
を
お
願
い
す
る
た
め
の
カ
ー
ド

で
す
。

配
布
窓
口

福
祉
課(

本
庁
１
階)

各
支
所
地
域
振
興
課

利
用
方
法

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、切

り
取
っ
て
利
用
し
ま
す
。身
に
つ
け

て
持
ち
歩
き
、必
要
な
と
き
に
提

示
し
て
、ど
の
よ
う
な
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
か
伝
え
ま
す
。

問
合
せ

福
祉
課　

☎
35ｰ

３
３
５
６

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

　

聞
こ
え
な
い
人
と
聞
こ
え
る
人
を
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
通
訳
し
て
電
話
で
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
で

す
。24

時
間
３
６
５
日
、双
方
向
で
の
利
用
、緊
急

通
報
機
関
へ
の
連
絡
も
可
能
で
す
。

＊
詳
し
く
は
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

日
本
財
団
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
カ

ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
03ｰ

６
２
７
５ｰ

０
９
１
２

土
地
家
屋
調
査
士
無
料
相
談
会

　

土
地
の
境
界
、土
地
・
建
物
登
記
に
関
す
る

悩
み
事
を
専
門
家
に
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

日
時

11
月
27
日
㈯
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トワイライト・オン　キャンペーン実施中！ 11月は車両ライトを16:00頃に点灯させましょう。

11 月の献血
　新型コロナワクチン接種後、48時間以上経過した方は献血が可能
です。献血は不要不急の外出ではありません。皆さんのご協力をお願
いします。
＊いずれも 400㎖限定献血です。　問合せ　福祉課☎ 35-3356

みんなの優しさ
　待ってます

期　日 時　間 場　　　　所
3日（水・祝） 12:00～15:30 シマヤラクール飛驒高山店(国府町金桶)
12日㈮ 9:00～11:30 日進木工㈱(桐生町7)
24日㈬ 13:00～16:30 飛驒信用組合本店(花岡町1)
25日㈭ 9:00～11:00 飛驒総合庁舎(上岡本町7)
26日㈮ 9:30～16:00 市役所(花岡町2)
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1 1月1 1月 の無料相談カレンダー　　　
相談の種類 内　　　　　　　　　　　　容 相談の種類 内　　　　　　　　　　　　容

① な ん で も 不動産問題や相続、税金、労働問題などについて
弁護士や税理士、司法書士に相談 ⑨ 空 き 家 空き家の相続や売買、解体、活用などに関する悩

み事について専門家へ相談
② 福 祉 介護や福祉に関することについての相談 ⑩ 不 動 産 不動産に関する悩み事について宅地建物取引士に

相談
③ 心 配 ご と 日常生活のあらゆる不安や悩みごとについての相

談 ⑪ 行 政 行政機関に対するご意見や要望を相談

④ 弁 護 士 弁護士による法律相談 ⑫ 働き方改革 事業者の方向けの働き方改革に関する各種相談

⑤ 行 政 書 士 行政書士による法律相談 ⑬ 創 業 ・
事 業 承 継 商工会議所や商工会の経営支援員に相談

⑥ 司 法 書 士 司法書士による法律相談 ⑭ 仕 事 就職について、ハローワーク高山の相談員に相談

⑦ 犯 罪 被 害 犯罪や交通事故の被害者やそのご家族を対象とし
た相談 ⑮ 結 婚 結婚について、専門の結婚相談員に相談

⑧ 人 権 人権について、人権擁護委員に相談

今号でお知らせしている各種催しなどについては、新型コロナウイルス感染症予防のため、
中止・延期または内容が変更となる場合があります。

相談内容 予約 地区 日時 場所 問合せ・その他

① な ん で も 要※ ― 20日㈯ 9:00～12:00 飛驒地区労働者福祉会館（名田
町５）

県労働者福祉協議会飛驒支部
☎57-7211　
※申込みは15日㈪9:00から

② 福 祉 不要 ― 平日常設 8:30～17:15 市役所(花岡町2) 福祉サービス総合相談支援セ
ンター　☎35-3002

③ 心 配 ご と 不要 ― 毎週㈬㈮ 13:00～16:00 総合福祉センター(昭和町2) 福祉課　☎35-3139

④ 弁 護 士 要※ ― 16日㈫ 13:00～16:00 市役所(花岡町2) 福祉課　☎ 35-3139
※申込みは5日㈮まで

⑤ 行 政 書 士 不要 ― 17日㈬ 13:00～16:00 市役所(花岡町2) 県行政書士会
　☎058-263-6580

⑥ 司 法 書 士 要※ ― 20日㈯ 13:00～16:00 市民文化会館(昭和町2)
県事務局※058-248-1715
※申込みは18日㈭まで13:00
～16:00

⑦ 犯 罪 被 害 不要 ― 24日㈬ 11:00～15:00 市役所(花岡町2) ぎふ犯罪被害者支援センター　
☎0120-968-783

⑧ 人 権 不要
荘川

12月1日㈬
10:00～12:00 荘川福祉センター(荘川町新渕)

生涯学習課　☎35-3155一之宮
13:00～16:00

飛驒位山文化交流館(一之宮町)
丹生川 12月3日㈮ 丹生川支所(丹生川町坊方)

⑨ 空 き 家 要 ― 13日㈯ 13：00～16：00 市役所(花岡町2） 建築住宅課　☎35-3176

⑩ 不 動 産 要 ― 9日㈫ 13:00～15:00 宅建協会飛驒支部事務所
(昭和町2)

県宅地建物取引業協会飛驒支
部　☎36-1396

⑪ 行 政 不要 高山 毎週㈬㈮ 13:00～16:00 総合福祉センター(昭和町2) 総務課 ☎35-3133

⑫ 働 き 方 改 革 要※
高山 12日㈮

13:30～16:00
ハローワーク高山(昭和町2) ぎふ働き方改革推進支援セン

ター　☎0120-226-311
※高山は5日㈮、一之宮は9日
㈫まで ※予約がなくても相談可一之宮 16日㈫ 一之宮支所(一之宮町)

⑬ 創業・事業承継 要※ ― 15日㈪ 14:00～17:00 市役所(花岡町2) 雇用・産業創出課☎35-3182

⑭ 仕 事

不要

高山 平日常設 8:30～17:15 市役所ワークサロンたかやま
(本庁2階)

ハローワーク高山
☎32-1144

高根地域予約先
高根支所
☎ 59-2211

※申込みは17日㈬まで

丹生川 4日㈭
13:00～15:00

丹生川支所(丹生川町坊方)
清見 5日㈮ きよみ館(清見町三日町)

国府 10日㈬ 10:30～12:00
13:00～15:30

こくふ交流センター
(国府町広瀬町)

一之宮 11日㈭

13:00～15:00

一之宮支所(一之宮町)
久々野 12日㈮ 虹流館くぐの(久々野町無数河)
朝日 18日㈭ 燦燦朝日館(朝日町万石)

要※ 高根 19日㈮ 高根支所(高根町上ケ洞)

不要
上宝・奥飛驒温泉郷 25日㈬ 上宝支所(上宝町本郷)
荘川 26日㈮ 荘川総合センター(荘川町新渕)

⑮ 結 婚

不要 高山
2日㈫ 12：30～15：30

総合福祉センター(昭和町2)
リチェネット結婚サポートセン
ター(市結婚相談所委託先)
☎0576-52-2022
※問合受付時間

第1・3㈫　17:00～20:00
上記以外の平日　9:00～

12:00
第2・4㈯　13:00～16:00
※申込みは1週間前まで

9日㈫、16日㈫、
30日㈫

17:00～20:00
要※

一之宮・清見・
荘川 9日㈫ 荘川総合センター(荘川町新渕)

高根・久々野・
朝日 16日㈫ 燦燦朝日館(朝日町万石)

丹生川・国府・
上宝 12月7日㈫ 上宝支所（上宝町本郷）

＊一部の相談については、12月初旬の日時を掲載しています
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9/27 ㈪

　災害が長期化して市の備蓄品が不足した場合に
備え、島屋株式会社と災害時における応急生活物
資供給等の協力に関する協定を締結しました。
　この協定により、不足した備蓄品を早期に調達
できるほか、シマヤラクール飛騨高山店の一部を
臨時の避難場所として利用できるようになりまし
た。

シマヤと協定を締結

9/28 ㈫

　㈱NTTドコモ東海支社岐阜支店と災害時におけ
る災害復旧用オープンスペースに関する協定を締
結しました。
　市役所駐車場などを復旧拠点として利用できる
ようにしたことで、災害時の通信回線の早期復旧
が期待できます。

ドコモと協定を締結

10/12 ㈫

　アメリカ合衆国カリフォルニア州出身のパン
エリザベス (Pang Elizabeth) さんが国際交流員
に着任しました。令和 4年 7月までの期間、海
外戦略課で諸外国との交流業務などを担当しま
す。
　皆さんぜひ声をかけてください！

新しい国際交流員が着任

委員会・審議会を公開しています
開催日 会議名ほか 担当課
2日㈫

幹部会議(三役、部長級以上) 8:30～ 市役所4階 特別会議室 企画課 ☎35-3131
15日㈪

16日㈫ 要保護児童等対策地域協議会代表者会議
13:30～ 市役所3階 行政委員会室 子育て支援課☎35-3140

24日㈬ 農業委員会 13:30～ 久々野支所1階 多目的室 農業委員会事務局☎35-3141
26日㈮ 教育委員会 13:30～ 市役所3階 行政委員会室 教育総務課☎35-3153

●傍聴は先着順です。
●開催日時や場所を変更する場合があります。議題など詳細についても担当課へお問い合わせください。
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編集・発行／高山市企画部広報公聴課
 〒506‒8555 岐阜県高山市花岡町2丁目18番地

TEL／0577‒32‒3333㈹
FAX／0577‒32‒7000 （市長室直通）
FAX／0577‒35‒3174 （広報公聴課直通）

E-mail／kouhou@city.takayama.lg.jp
HP／https://www.city.takayama.lg.jp/
携帯用HP／http://mobile.city.takayama.lg.jp/
防災行政無線の内容は電話でも確認できます
☎0180-995-690

古紙パルプ配合率 70％再生紙を使用

QR コードは㈱デンソーウェーブの
登録商標です。

新型コロナワクチン接種証明書
デジタル利用にはマイナンバーカード

　国は新型コロナワクチン接
種証明書のデジタル化を検討
しています。年内を目途に、ス
マートフォンアプリで電子申
請・電子交付が利用可能にな
る予定です。

デジタル版の利用にはマイナンバーカードが必
要です。
　マイナンバーカードは申請から取得まで1カ月程度
かかります。申請はお早めにお願いします。

＊海外渡航手続き予定がある方を対象に、ワクチン
接種証明書の書面での発行は引き続き行っていま
す。

問合せ 健康推進課　☎35-3160

マスクをしよう

手指の消毒 ３密を避けよう

飲食は慎重に 旅行は少人数で

手を洗おう

新型コロナウイルス関連情報

マスクをつけられない方へ
意思表示プレートを配布します

　皮膚や呼吸器系の疾患など様々な要因でマスクをつ
けることが難しい方に、高山工業高校建築インテリア技
術部の生徒の皆さんが制作した「意思表示プレート」を
配布しています。

配付場所
　健康推進課
　(保健センター)
問合せ  健康推進課
　　 ☎35-3160

　新型コロナウイルスは誰でも感染する可能性があり
ます。知らず知らず誰かを排除したり、差別をしていま
せんか？

＜コロナハラスメントの例＞
・退院した感染者が、お店の方から
「帰れ」と言われた
・会社に復帰する際に「陰性証明を持
ってこい」と言われた
・インターネットで感染者を名指し
するような書き込みがあった
・子どもが学校を休むと、同級生にコ
ロナに感染したと言われた
・感染が多発している県のナンバーの自動車に対し、嫌
がらせのビラが貼られた

　感染者や接触者、他地域からの来訪者などに対す
る差別は許されるものではありません。人権に配慮
した冷静な行動・対応をお願いします。

【新型コロナウイルス感染症に関する人権相談窓口】
　不当な差別、偏見、いじめなどの被害にあわれた方の
相談を受け付けています。

問合せ  県人権啓発センター　☎ 058-272-8252

STOP! コロナハラスメント ～思いやりと優しい言葉を～

高山工業
高校生制作

建築インテリア技術部 冨
とみ

田
た

湖
こ

舶
はく

部長のコメント

　マスクをつけられないことで他人から注意さ
れて辛い体験をした人がいることを知って、少し
でも改善したいという思いで制作しました。この
プレートが市民の方々に理解されて、プレートを
つけられる方が少しでも不快な思いをしないで、
快適な日常生活ができることを願っています。


